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第２章 東京訓練 
 

《はじめての東京へ》 

現地訓練を終え、東京に帰ってきたのは 1 月 28 日だっ

た。彼女たちは、あと 2 週間ほど、現地で、日本語の基礎

訓練が残っている。 

帰ってきた翌日には、さっそく出社し現地訓練の報告をし

なければならない。ﾄﾞｲﾂで訓練をしていた教官連中も帰っ

てきていた。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 1、2 期、ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ基地 1、2 期、そ

して、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 3、4 期担任の私たちと、教官 6 人全員が

揃った。東京では、すでにｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ基地１期の訓練が始

まっている。同時に、20年の歴史がある香港基地 19期の

訓練も始まっていた。 

訓練部では、現地訓練の話題で花が咲いていた。どうも

ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ基地担当の教官の顔が冴えない。予想していた

のとはだいぶ感じが違うようだ。 

 

《寄宿舎の準備》 

寄宿舎には、国内線 CA たちのｽｶｲﾊｳｽ寮(当時)を使う

ことになった。京浜急行の北品川駅から歩いて 10 分弱の

ところにある。部屋は 8 畳程の広さに 2 つのﾍﾞｯﾄﾞと洋服入

れが備え付けられている。各階には、10 人が一緒に洗面

をできる洗面所とﾄｲﾚがある。風呂場は、１階ﾛﾋﾞｰ奥にあり、

共同浴場ｽﾀｲﾙになっている。食堂は 2 階で、50 人程が一

度に食事できる広さがある。食堂のとなりにはﾗｳﾝｼﾞがあ

り、食後の団欒をとれる。洗濯は、最上階にあるﾗﾝﾄﾞﾘｰﾙｰ

ﾑでできる。 

 

《寮生活》 

何といっても、風呂のことが心配だった。共同浴場ｽﾀｲﾙ

の風呂に、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人がどう反応するか予想できないところ

があった。だからといって、ﾎﾃﾙのように、各部屋に浴室を

つくる訳にはいかない。共同浴場ｽﾀｲﾙが、どうしても嫌だ

という人のために、ｼｬﾜｰﾙｰﾑを用意した。 

食事も、検討課題の一つだった。寮の食事といえば、大

体、ひじきや肉じゃがなど、寮生がおふくろの味を楽しめる

ようなﾒﾆｭｰが多い。焼き魚のような典型的な日本の食事

も出る。寮の食事は専門の会社に委託している。料理長

に、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人向きの献立を加えてくれるようお願いするこ

とにした。 

 

《泣きむしﾒﾗﾆ－》 

1、2 期の日本での訓練が始まった。このｸﾗｽの担任たちは

忙しいので、代わりに、彼女たちの寮生活がうまくいってい

るか、様子をうかがいに、課長と 2 人で寮に行ってみること

にした。寮監さんはじめ、寮関係者は英語が得意でないので、

1，2 期が到着した夜、担任が寮施設について、ある程度

説明しておいた。 

ところが、説明は聞いたものの、一晩過ぎてゆっくり見回

してみると、自分達の生活の仕方とあまりにも違う。洗濯

機ひとつとっても、使い方が判らない。寮の人に聞いても

言葉がよく通じない。親元だけではなく、国を離れて東洋

にやってきたが、生活文化の違いに戸惑い、2 日目にして

もうﾎｰﾑｼｯｸになっている娘がいる。母親の声が聞きたくな

ったのか、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞの声が聞きたくなったのか判らない

が、ﾛﾋﾞｰにある公衆電話の前で泣いている訓練生がいた。

当時はｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどない時代である。国際電話をかける

しかなかった。泣いているのは、大人っぽい感じのﾒﾗﾆｰだ

った。私たちを見ると、恥ずかしそうに逃げていった。一緒

にいたｷｬﾛﾙに聞いたら、 

「もうﾎｰﾑｼｯｸにかかっちゃったの！」 

と教えてくれた。何人かが、すでにﾎｰﾑｼｯｸにかかっている

らしい。 

このような時、日本の女性なら、2 ヶ月くらいの訓練のた

めに、海外に住むことになっても、それほどﾎｰﾑｼｯｸには

ならないと思う。そう想像していたので、ﾎｰﾑｼｯｸになって

いる訓練生をみて、こちらの方が戸惑ってしまった。そし

て、 

「ｲｷﾞﾘｽ人ってけっこう泣くんだ！」 

などと思ったりした。 

 

《涙腺が違う》 

日本人と欧米人の泣くときの姿を見ていると違いに気づ

く。日本人は涙が出てくると目頭を押さえる。欧米人はﾊﾝｶ

ﾁを鼻にあてるしぐさをする。ものの本によると、日本人と

欧米人とでは、鼻涙管の発達が違うそうだ。涙が鼻に抜け

る通路 (鼻涙管) が、欧米人の方がよく発達しているので、

涙が鼻に抜けやすいとのことである。そのため、涙が鼻水

となって流れてくる。 
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《ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ日本語》 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙや香港やﾌｨﾘﾋﾟﾝでは、町のどこへ行っても英語

が通じる。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙや香港は、もともとｲｷﾞﾘｽの影響を受

けた国であり、考え方も欧米人の発想に近いものがある。

また、ﾌｨﾘﾋﾟﾝはｽﾍﾟｲﾝの植民地であったが、戦後は、ｱﾒﾘｶ

の影響もあり、国民の多くは英語を話す。東南ｱｼﾞｱでは、

韓国と台湾とﾀｲ、ﾏﾚｰｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、そして日本は、外国

人にとって、街中で、英語が通じることが少なく、不便な国

と言える。 

訓練部の中にいるかぎり、教官が英語ですべてを説明し

てくれるので、何も不自由なことはない。ところが、町中で

買物をしたり、食事をしたり、電車に乗ったりする時は、日

本語でないと通じないことが多い。訓練生には、ﾛﾝﾄﾞﾝで基

礎日本語の授業をしてある。生の日本語に接して、身体で

覚えるのもよい勉強の機会となる。日本で生活するのに最

低限必要な日本語は覚えさせた。あとは自分たちで体験

することが大切だ。実際、町で買物をしても、自分たちの

日本語がけっこう通じるので喜んでいた。 

  

《通勤を教える》 

当時、寄宿舎である寮から訓練部までの通勤に、京浜急

行電鉄を利用させていた。今と違って、品川駅から羽田空

港駅行きの直通電車はなかった。北品川駅から蒲田駅ま

でいき、そこで同じ京浜急行の空港線に乗換えて、京浜急

行羽田駅まで来る。そして、羽田駅からはﾊﾞｽを利用する。

羽田東急ﾎﾃﾙ前でﾊﾞｽを降りて、訓練ｾﾝﾀｰまで歩く。寮か

ら訓練ｾﾝﾀｰまで約 1 時間の通勤となる。 

ところが、この京浜急行という私鉄は、通勤者や利用者

にとって、実に便利なﾀﾞｲﾔを組んでいる。各駅停車から始

まって急行、特急、そして快速特急まである。北品川駅は、

品川駅の次の駅なので、各駅停車しか停まらない。北品

川駅から蒲田駅まで行くには、各駅停車だと時間がかか

るので、途中の青物横町で各駅停車から急行に乗換え

る。 

英語で「各駅停車は」など考えながら途中の説明をして

いく。Local Line (各駅停車) 、Express(急行) 、Limited 

Express(特急) があるので、乗り間違えないよう注意する

のだが、肝心の電車には行き先の英語表記がない。次々

に通過していく電車の色や形で説明する。「快速特急」な

どという英語は聞いたことがなかったので、即席英語で

Super limited Commuting Express と説明したら何とか

理解したようだ。 

蒲田駅での乗換えが分かれば、彼女たちだけで通勤で

きる。出社時の通勤方法は分かったようなので、今度は羽

田から北品川への帰り方を説明しながら一緒に付いていく。

定期券(Season Ticket または Commuter Pass)の使い

方も分かったようだ。蒲田駅まで来たところで説明につま

ってしまった。次から次へと上りの電車が入ってくる。日本

人であれば、たとえ乗ったことがない電車でも何とか分か

る。案内版には、急行はどこそこの駅に停まると書いてあ

る。 

外国人は、各駅停車だの準急だのいろいろな電車が入

ってくるともうお手上げになる。北品川には各駅停車しか

停まらないので、出勤時はそれに乗って、青物横町で隣ﾎ

ｰﾑに入ってくる電車に乗り継げば、蒲田まで間違えず早く

行ける。 

欧米を旅行して、1 人で電車に乗れるようになったら、旅

行者として一人前と言える。筆者自身もｲｷﾞﾘｽやﾄﾞｲﾂで列

車や電車に乗ることがあるが、この電車は本当に目的地

に着くのかいつも不安になる。もし蒲田駅で急行に乗って

しまったら、青物横町駅で、特急や急行の通過待ちをして

いる隣ﾎｰﾑの各駅停車に乗ればよい。そうは言っても、電

車のｼｽﾃﾑが分からないと、何となく不安になる。簡単なの

は各駅停車を利用し北品川まで行けばよいのだ。今度は

どれが各駅停車なのか分からない。 

乗り過ごしをしたり、急行だと思って乗ったら鈍行で時間

がかかってしまったり、何度か失敗しながらも通勤できるよ

うになった。そのうち、北品川駅や品川駅の街が分かるよ

うになると、北品川で降りずに品川まで出てｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞや食

事をしていた。 

川崎に滞在していた男性CA訓練生も京浜急行で通勤し

ている。川崎駅から上り電車で、蒲田駅まできて、空港線

に乗換える。北品川駅に滞在している女性陣たちとは、反

対方向から蒲田駅に向かう。川崎駅には、すべての電車

が停車する。ある朝、男性 CA 訓練生たちが、なかなか出

社して来ない。担任が心配して、宿泊先に連絡をとったが、

すでに会社に向かったとの返事が返ってきた。心配しなが

らも授業を始めることにした。そうこうする内に出社してき

た。どうしたのか聞いてみると、間違えて川崎で快速特急

に乗ってしまったらしい。川崎駅を出た電車は品川まで停
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まらない。蒲田駅を、あれよ、あれよと通過して行ってしま

ったそうだ。 

 

《授業時間》 

ﾛﾝﾄﾞﾝでは、朝 9 時始まりだったが、東京では 8 時 30 分

始まりになっている。１時限を 50 分と設定し、10 分の休憩

をはさみ、午前中に 4 時限、午後 4 時限の 1 日 8 時限授

業なのだ。朝 8 時 30 分から 12 時 30 分までに午前中の

授業を終わらせ、昼休みをはさんで、１時 30 分から 5 時

30 分まで行う。ただし、これでは勤務時間短縮が叫ばれ

ている時代に反するので、月水金は 7 時限授業の日とし

て 4 時 30 分に終わる。 

初日の朝、担任に連れられたﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA 訓練生全員

が出社してきた。8 時 45 分から 1 期 2 期の開講式を始め

る予定になっている。大きめの教室に、訓練生全員と教官

ならびに部長や課長が出席し、式次第にそってとり行われ

る。司会は 1期担任が行うことになっていた。我 3期は、ま

だﾛﾝﾄﾞﾝで日本語授業を受けている。 

 

《足ｦ組ﾝﾃﾞｲﾃﾓ真面目ﾆ聴ｲﾃｲﾏｽ》 

当時の訓練では、習慣の違いや文化の違いによる、価

値観の相違がところどころに出てきた。そのたびに訓練生

から質問を受ける。聞かれれば説明しなければならない。

自分達の文化を異文化の人達に説明することに、日本人

は慣れていない。 

授業中の足組みも、その一つである。邦人 CA 訓練生が、

足を組んで授業を聞いていると、教官は注意してきた。日

本人として、礼儀に反しているというのが今までの規範だ

った。しかし、なぜ足を組んではいけないのか、どの教官

も教えてきてはいない。訓練生も足を組んではﾀﾞﾒである、

とだけ言われた。邦人 CA たちは、そういうものなのかとそ

れに従ってきた。 

欧米では、授業中に足を組むのは、日常的であり、ごく

自然のしぐさになっている。自分たちにとっては、いつもの

習慣であり、それを注意されれば、「なぜなのか」と聞いて

くる。日本人の場合は、疑問に思っても、年上の人が言っ

たことに対して、いちいち「なぜなのか」とは聞かない。教

官たちも、いままで説明する必要もなかったので、どうして

なのかと言われても、説明に窮してしまう。このようなこと

が「足組み」以外でも、たびたび出てきた。訓練生は、教官

はなんでも知っている、と思って純粋な気持ちで聞いてく

る。 

日本では、目上の者や先生が話している時に、足を組む

のは失礼であると考えられている。会社の中でもそうであ

る。例えば応接室で、ｿﾌｧｰに座って打合せをする時、目下

の者はｿﾌｧｰに浅目に座り、足は組まないようにする。足を

組む動作は、ﾎﾞﾃﾞｨﾗﾝｹﾞｰｼﾞ上では、ﾘﾗｯｸｽしているという

意味を持っているからである。目上の人の前で、あまりﾘﾗｯ

ｸｽした姿勢をとらないのが普通だ。 

授業の話しで言えば、生徒はﾘﾗｯｸｽ(＝だらけている)せ

ずに、神経を集中して講義を聴くことを要求される。それが

日本の学校での授業態度となっている。 

先生も生徒も、人間として平等である、と考えている欧米

では、先生の前で足を組むことは失礼にならない。それよ

り、授業中は、ﾘﾗｯｸｽして聴いていた方が眠くならず、よく

頭に入るというのが彼女たちの主張なのだ。授業に参加し

ているかどうかが問題なのだ。欧米の授業風景をﾃﾚﾋﾞや

映画で観ることがある。生徒は椅子の背に体をもたれかけ

足を組んで聴いている。教師の方も、あまり気にかけてい

ないようすで授業を行っている。先生は先生で、机に腰を

下ろしたりすることもある。机は神聖なものであると考えて

きた日本では、先生は机に腰掛けない。生徒も机に座って

いたりすると注意される。といっても、日本の教室でも欧米

化してきている。欧米人にとっては、机は単なる物質にす

ぎないのだ。 

最近ﾌﾗｲﾄで一緒だったﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA と、訓練時代の話

になった。 

「そういえば、教室の机は、足が組みにくくなっていました。

机の下に棒があって、足を組もうとすると膝がぶつかる

の。あれは足組み防止棒だったのですね ？」 

 

《教科書を床に置く》 

教科書に対してのとらえ方も違う。教科書を大切に扱うよ

うにと教えられてきた邦人 CA 訓練生たちは、教科書を床

に置くようなことはしない。 

ﾓｯｸｱｯﾌﾟ(模擬客室)訓練では、訓練生は制服を着用して、

客席に座って授業を受ける。 

このとき気になったのは、その授業で必要な教科書は、

客席のﾃｰﾌﾞﾙに出しているが、それ以外の教科書を床に

置いていたことだった。制帽も床に置いてしまう。それまで
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あまり気がつかなかったが、その後注意深くみていると、

教室でもﾃｷｽﾄなどを床に置いていた。 

「みなさん、訓練生にとって、教科書も制帽も大切なもので

す。大切なものを床に置くのを見ると、日本人はあまりよ

い印象を持ちません」 

と注意する。その場では注意にしたがってくれるが、注意

を怠ると、いつの間にか自分たちの習慣に戻っている。 

乗務を開始してからも、出発前のﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ(Briefing 事

前打合せ) のときも、邦人 CA たちは、ｼｮﾙﾀﾞｰﾊﾞｯｸﾞや制

帽を空いているｲｽやﾃｰﾌﾞﾙの上に置くが、ｲｷﾞﾘｽ人 CA た

ちは、床に置いていた。室内でも靴を履いている欧米の家

庭生活では、床も室内の一部と考えており、汚いという感

覚はないかもしれない。 

 

《ﾛﾝﾄﾞﾝ面接試験会場で》 

採用試験の面接室には、面接官の前に、椅子が 5 個並

べられている。応募者は部屋に入ってくると、椅子の前に

立ち、最初に自己紹介をする。そして、「どうぞお座りくださ

い」と言われてから座る。この時もまた彼女たちは、座るな

り足を組む。背筋はまっすぐ伸ばして座っている。足を組

んでも、この時はﾘﾗｯｽｽするためではない。あくまでも自分

を魅力的に見せるためである。 

日本でも採用面接官をしたことがあるが、日本では、応

募者が足を組むなどということは決してない。 

 

《ｷｽに注意》 

社会生活上で注意した点は、 

* 街中でやたらとｷｽをしない 

* 歩きながら食べ物を口に入れない 

がある。 

日本では、ｷｽは性にかかわるもので、秘めたる行為とし

てみられている。したがって人前では行わないのが普通だ。

欧米人のｷｽには、性的なものと挨拶のためのものと 2 種

類がある。出会いのｷｽや別れのｷｽは、欧米人にとってみ

れば、挨拶程度のｷｽなのだ。 

東京訓練が始まってしばらくして、どこからともなく、ﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA が寮の近くでｷｽをしている、という噂が流れてき

た。個人生活に関わることは、本人たちの自由であるが、

ﾏｽｺﾐはじめ世間は、青い目の CA たちに注目している。寮

のまわりの住民たちも、彼女たちが新しく採用された外国

人CAたちであることを知っている。まだまだ日本では、ｷｽ

は淫らな行為と見なされている。「航空会社の社員ともあ

ろう者が、街中でｷｽをしているとは･･･」と見られるかもし

れない。抱き合ってするｷｽについては、場所をわきまえる

ように注意した。 

 

《ｷｽの起源》 

人間はどうしてｷｽをするようになったのか。これについて、

医学博士の志賀貢氏は、本の中で次のように紹介してい

る。「人間が狩りをして生活をしている頃、狩りに出かける

のは男、家を守るのが女と、役割が決まっていた。狩りに

いった男は、獲物を追いかけるかたわら、家に残してきた

妻が心配になる。    

(何者かに襲われていないか) 

(俺がいない間に酒や食べ物を出して 

浮気しているのではないか) 

と疑心暗鬼の心境である。狩りを終え、家に戻った男は、

真っ先に妻の口を"味わう"。 

「証拠が残っていればすぐに分かるはずだ」 

これが狩猟民族たちのｷｽの起源らしい。 

同博士は、独自の推測として、「男はまさか疑っていると

は口に出せまい。そこでｷｽを愛情表現とか、一種の挨拶

だとして女房を納得させたのではないだろうか。やがて周

囲に広がり、現在につながっている･･･ 」 

(資料) 「ﾄﾞｸﾀｰ志賀のｳｿみたいな雑学」永岡書店 

 

《挨拶のｷｽ》  

現在のｲｷﾞﾘｽでは、挨拶のｷｽは頬にする。これをﾁｰｸｷｽ

(Cheek Kiss)と呼んでいる。相手の唇にｷｽをするのは恋

人同士や夫婦くらいのものだ。ところが 1400 年代から

1500 年代にかけてのｲｷﾞﾘｽでは、挨拶のｷｽも相手の唇

にしていたのだ。その頃、ﾖｰﾛｯﾊﾟの他の国では、挨拶で相

手の唇にｷｽをする習慣はなく、ｲｷﾞﾘｽ人の唇へのｷｽによ

る挨拶はとても珍しがられていた。今では、ｷｽといえば「ﾌ

ﾚﾝﾁｷｽ」と呼ばれるほどｷｽが好きなﾌﾗﾝｽ人でさせ、当時

は、挨拶のとき、相手の唇にｷｽをすることはしなかった。

そのｷｽも、ｲｷﾞﾘｽでは 1500 年代の後半には姿を消してし

まい、現在のｽﾀｲﾙになってしまった。 

15 世紀には、挨拶の時でさえ、相手に接触することを好

んだのであるが、現在のｲｷﾞﾘｽ人は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人の中で、相
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手との接触が一番少ない国民になっている。ｲｷﾞﾘｽ人は、

挨拶のときでさえ、相手の頬にｷｽした方がよいのか、握手

だけにとどめた方がよいのか迷うそうだ。 

このよい例が、ﾁｰｸｷｽの回数である。ﾌﾗﾝｽ人が、挨拶で

ﾁｰｸｷｽをするときは、ﾀﾞﾌﾞﾙｷｽといって、最初は左の頬、つ

ぎに右の頬へと 2 回する。ｵﾗﾝﾀﾞ人とﾍﾞﾙｷﾞｰ人はこれを最

低 3 回は繰り返す。ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱの人は 1 回だけで済ます。

ｲｷﾞﾘｽ人も同じで、1 回なのだ。我が訓練生たちが帰国す

るとき、空港まで見送りに行った。出発の時間になると、全

員がお別れのｷｽをしてくれた。やはり 1 回だけだった。ｷｽ

の仕方でもﾖｰﾛｯﾊﾟのどの国あたりの人か分かるのだ。   

資料 「ﾖｰﾛｯﾊﾟ人人の奇妙なしぐさ」 ﾋﾞｰﾀー･ｺﾚｯﾄ著 草

思社 

 

《歩きながら食べる》 

歩きながら食べ物を口にするのも、ｲｷﾞﾘｽ社会ではごく普

通の光景となっている。ﾀﾀﾐ文化の日本では、食事はﾀﾀﾐ

に座って食べるものとされてきた。また、日本のたべもの

は、麺類に代表されるように水もの(汁もの)が多く、歩きな

がら食べるのには向いていない。一方、欧米では、ｻﾝﾄﾞｲｯ

ﾁ、ﾎｯﾄﾄﾞｯｸﾞ、ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰのようにﾄﾞﾗｲな食べ物が主流なの

で、歩きながらでも食べることができる。狩猟中、馬に乗っ

たままでも食べられるものが、必要だったのかもしれない。

ｱﾒﾘｶ西部開拓時代も、何日も幌馬車に乗りつづけて西部

に向かうのであるから、保存が効くﾄﾞﾗｲな食品が必要だっ

たのだ。 

 

《無賃乗車》 

最近の改札口は、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ化しているので、乗越し運賃

を精算しないと改札口を通過できない。当時は、駅員に定

期券を見せる方式だった。我が教え子たちは、京浜急行

の羽田・北品川間の定期券を渡されていた。最初の頃は、

右も左も分からなかったので授業が終われば、まっすぐ寮

に帰ってきた。東京の状況が分かりはじめると、品川駅の

まわりはけっこうおもしろそうだ、帰りに行ってみよう、とい

うことになる。寮は品川駅からでも歩ける距離にあった。定

期券で品川駅まで行ったのだが、清算をどのようにすれば

よいか分からない。だれかが北品川までの定期券で品川

駅を降りてしまったところ、駅員は何も言わなかったらしい。

「平気よ」ということが広まった。何人かが乗り越し清算をし

ないで、品川駅を降りているらしいと、筆者の耳に入ってき

た。さっそく注意することにした。 

外国人が日本にきて、日本のﾙｰﾙに従わないとき、日本

人はどう対応してよいのか困惑してしまう。つい語学の問

題が立ちはだかってしまう。ずるい外国人は、日本語が分

からないﾌﾘをして、その場をやりすごすことがある。日本人

であれ、外国人であれﾙｰﾙに反していれば、毅然とした態

度で注意をすることが必要だ。なにも英語で言う必要はな

い。日本語で注意してよいのだ。外国人をお客様扱いして

甘やかすことなく、日本にいるかぎりは、一市民としての行

動を要求することが、外国人を平等に扱うことになる。 

 

《私ﾀﾁﾊ淫ﾗﾅ女ﾃﾞﾊｱﾘﾏｾﾝ》 

訓練生たちは、廊下でだれかとすれ違うときは、声を出し

て挨拶するよう教官から言われる。 

彼女たちの習慣では、会社の中で、同じ社員といえども､

よく知らければ、「ｺﾝﾆﾁﾜ」と声を出してまで挨拶することは

しない。また、見ず知らずの相手にﾆｺﾆｺすれば、誤解され

るのが関の山である。そんなことをすれば、色目を使う女

性と誤解される社会で生きてきている。 

職場で女性社員が、だれかれ構わずに､「おはようござい

ます」と挨拶をしているのは、日本では普通の光景になっ

ている。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人も、もちろん知っている上司や同僚には、 

"Good morning!"とか"How are you?"などと言う。これは

上司と部下、または同僚同士の関係においてなされてい

る。しかし、無記名の相手に対しては、やたらとﾆｺｯとした

り、声をかけたりしない。 

日本と欧米では、挨拶をする時の動作に大きな違いがあ

る。日本では目が合えば、「おはようございます」と言って、

すぐに頭を下げ視線をそらす。いつまでもﾆｺﾆｺして相手を

見つめている必要がない。そのため、誤解されずにすんで

いる。欧米では、挨拶の時に頭を下げることはしないので、

いつまでも相手を見つめることになる。そのような動作を、

知らない相手にすれば誤解される訳である。 

それでも航空会社の顔として活躍してもらうためには、不

特定の相手に対して挨拶ができるようにならなければなら

ない。行動の習慣化をつけさせるために、これも訓練の一

貫である旨、最初に話している。 

実際には、習慣の違いから、こちらが思うとおりにはでき
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なかった。この時期の訓練部は、外国人の訓練生ばかり

で、手本になる邦人 CA のﾀﾏｺﾞたちがいなかった。ｲｷﾞﾘｽ

人、ﾄﾞｲﾂ人、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人、中国人のCA訓練生でごった返

している。つい彼女たちの習慣で過ごすことになってしま

う。 

その後の訓練で、ある時、他のｸﾗｽがほとんど邦人ばか

りのときがあった。邦人 CA のﾀﾏｺﾞたちが、廊下で大きな

声で挨拶をしている。その姿を見て、外国人 CA 訓練生も、

あれが日本のやり方なのだとまねをするようになった。教

官が言葉で一生懸命に説明しても、なかなか実行できな

かったことが、日本人の集団の中に入れることで、挨拶ば

かりでなく、他の日本の習慣も真似るようになった。いろい

ろな場面で、日本人がよく使う、「よろしくお願いします」と

いう言葉もﾀｲﾐﾝｸﾞよく使えるようになった。 

 

《私ﾊ敵ﾃﾞﾊｱﾘﾏｾﾝ》 

このように書くと、彼女たちが全然挨拶をしないかのよう

に取られるかもしれない。彼女たちの弁護をしておいた方

がよさそうである。 

欧米は、多民族の集まりで成り立っている。また、ﾖｰﾛｯﾊﾟ

社会では、征服したりされたりの歴史が繰り返されてきた。

ｲｷﾞﾘｽもｹﾙﾄ人に始まり、そこにｹﾞﾙﾏﾝの一部族のｱﾝｸﾞﾛｻ

ｸｿﾝが入った。11 世紀のﾉﾙﾏﾝｺﾝｸｪｽﾄでは、ﾉﾙﾏﾝ人がｱﾝ

ｸﾞﾛｻｸｿﾝ系の王室を破り、それ以降ﾉﾙﾏﾝ人が王室を引き

継いだ。それとともにﾉﾙﾏﾝ系の商人や騎士が入り込んで

きて、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系の人達と混ざり合ってきた。紀元前に

はﾛｰﾏ帝国の侵略を受けている。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟは、768 年に即位したｶｰﾙ大帝 (ﾄﾞｲﾂ名)によるｹﾞ

ﾙﾏﾝの統一があり、その後、それぞれの民族にﾅｼｮﾅﾘｽﾞﾑ

が台頭し、別々の国家となったのである。その後も、中世

から近世にかけて、戦いに明け暮れてきた。このことの反

省からかどうかわからないが、欧米社会では、つねに自分

は敵ではないことを表現する必要があった。手の中に武器

を持っていないことを意味する「握手」も、そのような背景

から、現代社会の重要なﾏﾅｰになっている。異民族の集ま

りであるｱﾒﾘｶ人は、特にそうであるが、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに乗り会

わせた時などﾆｺｯとする。自分の存在が相手を不安にさせ

るような時には、目が合うとﾆｺｯとする。日本では、知らな

い他人にﾆｺｯとすることはほとんどない。むしろｼﾞﾛｯと相手

を見る方が多い。 

《捻挫って何て言うの!》 

泣きむしﾒﾗﾆｰが、1 日の訓練が終り、会社を出ようとした

ところ、階段を踏みはずし捻挫(Sprain Ankle)した。さあ

大変である。何が大変かというと、医者に連れていくのも

担任教官の役目だからだ。日本人ならば、自分で医者に

も行ける。ﾒﾗﾆｰは退社時に捻挫をした。この時間には病

院はもう閉まっている。このような時、日本人だと痛くても

「大丈夫ですから心配しないでください」ということが多い。

その晩は湿布薬を貼ってようすをみる。 

ｲｷﾞﾘｽ人は痛さに対して弱いことは冒頭で紹介した。涙を

流さんばかりに、「もう歩けない」と訴えてくる。痛さに対す

る感じ方がまったく違う。日本人は、昔から、痛みに対して

は、我慢するようしつけられてきている。ちょっとくらいの痛

さはｶﾞﾏﾝできる。ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは違っていた。 

そこまで言われると、担任としても放っておくわけにはい

かない。近くに救急病院がないか調べ、電話をかけ、診察

をしてくれるか確認し、さっそく連れて行かなければならな

い。そして病院まで付き添っていく、さらに、今度は通訳を

しなければならない。医学関係の英語は、専門的な単語

が多いので、辞書を持って行く。治療が終われば、訓練生

を送って行くか、一緒に付き添ってくれた同じｸﾗｽの訓練

生とともに、ﾀｸｼｰに乗せて寮まで帰さなければならない。 

 

《ｴｯ、日本ﾃﾞﾊ治療費必要ﾅﾉ》 

ﾄﾞｲﾂ人やﾌﾞﾗｼﾞﾙ人は、病気で欠勤することはほとんどな

かった。ところがｲｷﾞﾘｽ人の場合は、たまたまだったのかも

しれないが、風邪をひいたり喉を痛めたりする訓練生が続

出した。問題が発生したのは、治療費の扱いについてだ。

会社の中には、最新の設備が整った診療所もある。整形

外科、内科、精神科、耳鼻科、眼科の医師、それに最新検

査機器である MRI やﾚﾝﾄｹﾞﾝ設備もある。また、航空医学

の専門医も常駐している。勤務時間内であるならば、会社

の診療所に行けばよい。ところが時間外のときは、社外の

診療施設を利用せざるを得ない。当然、そこでは治療費が

必要となる。 

ところが、外国人 CA の場合は、日本の健康保険に入っ

ていない。そのため治療費を全額請求されることになる。

訓練生自身も、海外旅行保険に入ってきていない。病気

になったら訓練生自身が治療費を払わなければならない。

この治療費というのが、ちょっとした病気でも、けっこう高
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い。私たちは、健康保険があるので、初診料と治療費の一

部を払えばよいが、ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちの場合は、全額本人

負担となる。 

治療費の支払いについては、訓練生から、なぜ自分たち

が払わなければならないのか、とﾌﾞｰﾌﾞｰ言われた。ｲｷﾞﾘｽ

では、一部の私立病院を除き、治療費はすべてﾀﾀﾞになっ

ている。外国人といえども無料で診療してもらえる。「ゆり

かごから墓場まで」と言われているように、社会福祉につ

いては非常に発達している。彼女たちの感覚では、病気に

なっても、治療費のことは頭にない。それが、訓練で東京

に来ている間に病気になったら、高額な治療費を自分達

で払え、と言われ頭にきている。 

治療費の件については、次回の訓練から、訓練生が日

本に来る前に、旅行保険に入らせることにした。傷病関係

の保険は、訓練中のみならず、乗務を開始すれば、海外

滞在中に病気になることもある。いずれは必要になる。邦

人 CA も、日本の健康保険がきかない海外滞在中の病気

に備え、会社で保険をかけている。ｱﾒﾘｶなどで病気になっ

たならば 10 万円単位のお金が必要になる。 

 

《喉ガ痛ｲﾃﾞｽ》 sore throat 

1 月から 2 月にかけての東京は、晴れた日が続き、湿度

も低く乾燥している。一方、この時期のﾛﾝﾄﾞﾝは、雪こそ降

らないが、とにかく寒くてｼﾄｼﾄしている。空はどんよりとして

おり、冬場に太陽を見ることは少ない。寒くｼﾞﾒｼﾞﾒしている

国から来た彼女たちにとって、東京のｶﾗｶﾗ天気は 180 度

違う環境となる。乾燥しすぎて、ﾉﾄﾞの痛みを訴えてくる訓

練生が、これまた続出した。ﾉﾄﾞをやられている人には、授

業中、ﾉﾄﾞ飴をなめることを許可した。いつでも渡せるよう、

担任も、生協売店で、訓練生のためにﾉﾄﾞ飴を買ってきた。

邦人 CA もﾉﾄﾞをやられることがあるが、それ以上にﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA は、ﾉﾄﾞがあまり強くないようだ。ﾉﾄﾞが弱いから風

邪にやられることになる。3 分の 1 の訓練生が風邪気味と

なり、その内の何人かは発熱し欠勤した。休まれるくらい

なら、授業中、ﾉﾄﾞ飴くらいというのが担任の思いだった。 

 

《 "湯冷め" って英語あるの！》 

彼女たちは、「風邪」のことを、英語でﾌﾙｰ(Flu 流感) と

呼んでいた。風邪をひくもう一つの原因がある。風呂上が

りである。寮の風呂場は、大浴場ｽﾀｲﾙになっていて１階に

ある。見ていると、彼女たちは、風呂を上がるとﾊﾞｽﾀｵﾙ一

枚で部屋に上がろうとしている。部屋は暖房が充分効いて

いるが、ﾛﾋﾞｰや廊下はそうでもない。邦人 CA たちは、女

性であることもあり、風呂場へは銭湯にいくのと同じ感覚

でいく。着るものも厚手のものであり、風呂上がり後も、ち

ゃんと着ている。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人の生活習慣では、風呂を上がっ

ても、家の中は暖かくしているので、ﾊﾞｽﾀｵﾙ一枚でも問題

ない。しかも、風呂は身体を温めるために入るのではなく、

身体をきれいにするために入る。したがってｼｬﾜｰを浴びて

終りという具合だ。身体もそんなに温まらず湯冷めをする

こともない。そのような生活になれている彼女たちなので、

ついついﾊﾞｽﾀｵﾙ一枚で、その辺をｳﾛｳﾛしている。はじめ

の内は湯船に入ることに慣れなかった彼女たちも、みんな

で湯船に入るのが楽しいことだと分かり、温泉気分で風呂

に入るようになった。そしてじゅうぶん身体を温めて出てく

る。そのため、湯冷めをしてしまう。 

 

《God bless you》 

日本では、誰かがくしゃみをしても、まわりの者は何も言

わない。強いて言えば、くしゃみをしている子供をみて、母

親が「寒くないの、なにか着なさい」というくらいだろう。 

彼女たち社会では、誰かがくしゃみをすると、  "God 

bless you"と声をかける。声をかけられた方は、 "Thank 

you"とお礼を言う。このときの "God bless you"は、「神の

ご加護あれ」ではなく、「お大事に! 」という程度の意味に

なる。 

英語圏では、だれかがくしゃみをすると、一分間心臓が

止まると言い伝えられているので、止まらないように祈った

のが習慣になったようだ。もし、くしゃみをして、周囲の人

からこの言葉を言われたら、"Thank you" と礼を言うの

がﾏﾅｰとなっている。 

 

《共同浴場は楽しい》 

共同浴場ｽﾀｲﾙの風呂に、最初の頃、馴染めなかったｲ

ｷﾞﾘｽ人 CA たちも、日本人の様子を見ているうち、少しず

つ湯船に入るようになった。そのうち、温泉気分を味わえ

る風呂場は、話し好きのｲｷﾞﾘｽ人 CA たちにとって、ちょう

どよい社交の場となり、風呂を楽しむようになった。 

北欧では、ｻｳﾅは盛んである。もちろん、お互いﾊﾞｽﾀｵﾙ

を身体に巻き付けている。ｻｳﾅも一緒に入る点では、浴場
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とそれほど違わない。ｲｷﾞﾘｽ人もﾄﾞｲﾂ人も、慣れてくると、

共同浴場ｽﾀｲﾙのお風呂に入るのをそれほど嫌がらなくな

った。ただし、ﾄﾞｲﾂのｻｳﾅには、日本のｻｳﾅのような洗い

場はない。身体を洗う時は、別の場所にあるｼｬﾜｰﾙｰﾑの

中で洗う。ｼｬﾜｰﾙｰﾑは個別になっているので、洗っている

姿を他人に見られることはない。 

実は、共同浴場ｽﾀｲﾙの風呂で一番困っていたのは、中

国系が多いｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人 CA や香港中国人 CA だった。彼

女たちの担任（女性）によると、中国系の人達は、母親や

姉妹とでも風呂に一緒に入ることはないらしい。ましてや

他人に自分の裸を見られるのは、ぜったい嫌だという娘が

何人かいた。彼女たちの担任によると、日本に到着して間

もない頃、ほとんどの娘たちは、下着をつけたままで浴場

内に入り、湯船には入らずにまっすぐ奥にあるｶｰﾃﾝ付き

のｼｬﾜｰﾙｰﾑに飛び込む。そこで下着をとりｼｬﾜｰで身体を

洗っていた。湯船に入るのに水着をつける娘もいた。 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人CAの担任に聞いたところ、風呂場での日本

人の行動について、彼女たちの印象は、次のようなものだ

った。 

*脱衣場で他人の目があるのに真っ裸になれる。 

*裸になっても友人同士でお喋りをしている。 

*恥ずかしがるそぶりを見せない。 

*背中を流し合っている。 

*ゆっくりと時間をかけて入浴をしている。 

*腰掛けに座ったままで身体を洗っている。はじめ、    

腰掛けが何のためにあるのか分からなかった。 

*湯船がとても熱いのに平気で入っている。 

*他人がいるところで、平気で自分の大事なところを洗

っている。 

 

皆と一緒に湯船につかるのが楽しいと言っていたﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA たちも、他人がいるところでは恥ずかしくて、自分

の大事なところを洗えないと話していた。あるﾄﾞｲﾂ人CAが

独り言のようにつぶやいていた、 

「立ち上がって洗わないと、大事なところがよく洗えないで

す !」 

 

《門限時間》 

この寮が開設して以来、門限時間は、夜 11時と決められ

ていた。この寮にいる邦人 CA たちは、決まりだから仕方

がないと、この門限時間を守ってきた。といっても六本木あ

たりで遊んでいたら、夜の 11 時は、これから興がのってく

る時間であり、「門限が 11 時なので先に帰ります」などと

言ったら、仲間からひんしゅくを買ってしまう。そこで門限ま

でに帰ることができないときは、つい朝までいることになる。

門が開くころを見計らって帰ってくる。中国人 CA やﾌﾞﾗｼﾞﾙ

人 CA は、門限時間を過ぎてまで、夜通しで遊んでいるこ

とはなかったので、門限時間事件が起きなかった。 

ところが、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちが入寮するようになって、門

限時間の問題が起こった。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちは、門限時

間があるのはおかしいと言ってきた。彼女たちに言わせる

と、寮生活を送るのが子供たちならいざしらず、自分たち

は大人である。自分たちを大人として扱ってほしい。また、

訓練はきびしいのでｽﾄﾚｽがたまる。どこかで思いっきり発

散したい。そのためにも門限時間を緩和して欲しい、という

ものだった。 

「君たちは、CA になるために訓練を受けている。会社は、

君たちが訓練に専念してくれることを希望している。夜

遅くまで外出していると、次の日の訓練に影響が出てく

る。門限は守ってもらいたい」 

門限を夜 11時にしているのは、それなりの理由があった。

ひとつは寮監さんたちやｶﾞｰﾄﾞﾏﾝの勤務時間の問題だった。

門限時間を遅くすれば、11 時以降のために新たにｶﾞｰﾄﾞﾏ

ﾝさんを雇わなければならない。それだけ、寮の管理費が

かかることになる。また、この寮は女子寮であり、日本の

発想では、会社は親御さんから娘さんたちを預かっている

という思いもある。そのため、預かっている娘さんたちに何

かあってはいけないと考え、門限を11時に決めていた。深

夜に出入り自由にしておくのは物騒なので、11 時になると

門を閉めていた。 

「どうしてもﾀﾞﾒなら、せめて週末だけでも、門限時間をなく

していただけませんか。お願いです！」 

 

訓練部内で検討した結果、部長からも、「週末だけならい

いだろう」と許可がでた。部長からOKが出ても、寮は、社

員の福利・厚生を扱う本社部門の管轄となっている。幸い

なことに、担当部もこころよく協力してくれ、新たに雇うｶﾞｰ

ﾄﾞﾏﾝの予算もとってくれた。次の週から、週末は門限を気

にせずに、思いっきり息抜きができるようになった。寮住ま

いの邦人CAたちからも、週末だけとはいえ、朝まで待って
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帰寮する必要がなくなったので感謝された。 

 

《規則とﾙｰﾙ》 

問題が起きると、何でも担任に言ってくる。彼女たちにし

てみれば、何でも話せるのが担任なのだ。そこで担任も、

第一声は、現行規則つまり会社の意向を守るように伝える。

そうは言っても、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA 訓練は初めてであり、なに

もかも手さぐり状態である。今までのやり方は、日本社会

だけに通用するものだったかもしれない、という気持ちもあ

る。欧米人を雇うようになれば、欧米人にも通用する規則

が必要になってくるかもしれない。問題が起きるたびに、彼

女たちと話し合いを行うようにした。そして、彼女たちの言

い分が納得のいくものであれば、教官会議にかけ、課長、

部長も交えて検討をする。彼女たちの言い分が、説得性

があるからといって、何でも欧米ｽﾀｲﾙにするわけにはい

かない。ここが、間に入った担任が苦労するところなのだ。

場合によっては、ﾙｰﾙはﾙｰﾙと言って規則を変えないこと

もある。むしろ、日本の会社の社員として働いてもらう以上、

会社の方針に従ってもらうしかない。それに従う、従わな

いは本人が決めることである。企業独自のﾙｰﾙ、社会規

範としてのﾙｰﾙ、社会価値観としてのﾙｰﾙといろいろある。

国が違っても社会規範はどの国も共通の部分が多い。社

会規範にかかわることについては、あまり問題は起こらな

い。しかし、価値観の違いと企業独自のﾙｰﾙについては、

育った環境によって相違が出てくる。門限問題もそのひと

つだった。 

 

《八百屋から苦情》 

あるとき、駅前の八百屋さんで、邦人CAたちが買い物を

していると、そこの店主に苦情を言われたと報告が入った。

話を聞いてみると、「ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人 CA が、買う前に、くだも

のや野菜をよく触るので困る」と言っているとのことだっ

た。 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙでは、たしかに生鮮食品を買う前に、品物を手

にとって品定めをするのが習慣になっている。少しでもよ

い品を見つけようと、ひとつひとつ手にする。日本の店先

でも主婦たちがくだものを触ることがあるが、あれこれ手に

しない。そこにおいてあるくだものの中から、せいぜい一つ

だけ手にとってみて、よければ買う。店側も、同じ山になっ

ているくだものは、どれも同じだと自信を持って置いている。

それを、あれもこれも触られたのでは、かなわないというの

が、店主の言い分なのだ。店先での買い物の仕方の違い

が、八百屋さんで起きた。 

 

《ﾀﾊﾞｺのﾏﾅｰ》 

当時、日本でも、ﾀﾊﾞｺを吸う女性がけっこういたが、ﾖｰﾛｯ

ﾊﾟ人女性もよく吸っていた。私のｸﾗｽでは、半数近くが吸っ

ていた。休憩時間にお茶をしながら一服している。ﾀﾊﾞｺを

吸わない娘たちも、ﾀﾊﾞｺの煙をあまり気にしていない。 

彼女たちは、自分が吸いたい時は、必ずまず相手に 1 本

すすめる。それがひとつのｴﾁｹｯﾄになっている。当時のｲ

ｷﾞﾘｽでは、ﾀﾊﾞｺの値段が日本の倍以上した。値段が高い

のに相手に勧めるのは、相手が、ﾀﾊﾞｺを吸うのか吸わな

いのかを確認する手段にしている。吸わない相手であれ

ば、1 本勧めたことによって、ﾀﾊﾞｺを吸う許可を暗黙のうち

に得ているようだ。吸う相手には、「1 本いかが」と本当に

よく勧める。それがひとつのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝになっている。日

本では、相手にﾀﾊﾞｺを勧めることはあまりしないが、彼女

たちがﾀﾊﾞｺを吸うときの習慣も違っていた。そういうﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA たちだったが、時代が変り、ﾀﾊﾞｺを吸う女性も減

ってきている。 

 

《嫌煙権事情》 

米国、特にｶﾘﾌｫﾙﾆｱやﾆｭｰﾖｰｸやﾊﾜｲは、喫煙者にとっ

て、居心地がよくない街だ。 

その点、ﾖｰﾛｯﾊﾟの国々では、ﾀﾊﾞｺに対してもっと寛容的

なところがあった。ﾄﾞｲﾂでは、政府が国内区間全面禁煙の

法律を作ろうとしたところ、国民からかなりの反対意見が

出たと、日本の新聞が報じていたのを思い出す。その理由

は、ﾀﾊﾞｺを吸う人たちはﾀﾊﾞｺ税を払っている。国もﾀﾊﾞｺ税

があるお陰で助かっているではないか。なんでもかんでも

禁煙というのは反対だ、というのがﾄﾞｲﾂ国民の考え方のよ

うだ、と新聞が報じていた。このような国民性なので、街中

のほとんどのﾚｽﾄﾗﾝでは、ﾀﾊﾞｺが吸えた。 

乗務でﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄに行ったとき、邦人 CA たちと、ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞ

ﾙｸﾞに観光にいった。ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸﾞは、ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄから特急電

車で約 2 時間のところにある。列車に乗ったとたん、うれし

くなったのを覚えている。その特急は、典型的なﾖｰﾛｯﾊﾟｽﾀ

ｲﾙの客車で、内部は 6 人掛けの個室になっていた。ところ

が、うれしいことに、客車の中央が透明ｶﾞﾗｽで仕切られて
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おり、前方半分は禁煙席、後方半分は喫煙席となってい

たのだ。もちろんお互い行き来ができるようになっている。

ﾄﾞｱｰも透明なのだ。 

なぜうれしかったかというと、何人かでの旅行では、皆で

同じ客車にいたい。そのため、たいてい禁煙車か喫煙車

のどちらかにしなければならない。喫煙車にすれば、ﾀﾊﾞｺ

を吸わない人達が我慢をしなければならず。禁煙車にす

れば、喫煙者が我慢をする。 

この列車では、ﾀﾊﾞｺを吸わない人も吸う人も、透明ｶﾞﾗｽ

を間にして、お互い近くに座っていることができた。喫煙者

もﾀﾊﾞｺを吸わないときは、禁煙席の仲間と一緒にたのしく

過ごせるし、吸いたければ喫煙席側にいけばよいのだっ

た。ﾄﾞｲﾂでは、なんでもかんでも禁煙ではなく、お互いが共

存できるようにしている。ﾌﾗﾝｽも、ｱﾒﾘｶがやることをあまり

真似しない国の一つだ。花が咲き乱れる頃でも、落ち葉の

頃でもﾊﾟﾘのｶﾌｪでお茶するのはなんともよいものだ。冬、

ﾊﾟﾘの街を散策している途中に立ち寄るのもよい。筆者も、

ｶﾌｪでｶﾌｪｵﾚでも飲みながら、読書するのが好きだ。 

ｶﾌｪは、お茶だけでなく、お酒も飲める。ﾌﾗﾝｽのｶﾌｪは、

お茶にしてもお酒にしても、ﾀﾊﾞｺの煙をくゆらしながら楽し

むものだ、と言わんばかりに、どのﾃｰﾌﾞﾙにも灰皿が置か

れていた。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟでも、禁煙政策をとっている国は多い。しかし、

人々が楽しんでいる時や場所でまで、禁煙を強いていな

い。これらは 1990 年ごろの話である。 

 

《ﾄﾞｲﾂ人 CA の採用》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA の東京訓練に引き続き、ﾄﾞｲﾂ人 CA の訓練

も始まった。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地の場合と同じように、1 期を男性教

官、2 期を女性教官が担任する。ﾄﾞｲﾂ人 CA は、主に、北

ﾄﾞｲﾂ出身者を採用した。会社のﾄﾞｲﾂにおける拠点がﾌﾗﾝｸ

ﾌﾙﾄにあったのも理由の一つである。 

北ﾄﾞｲﾂの人たちは、工業の発達した北ﾄﾞｲﾂの方が、南ﾄﾞ

ｲﾂよりﾚﾍﾞﾙが高いと言ってはばからない。反対に、南ﾄﾞｲﾂ

出身者は、北ﾄﾞｲﾂが好きでないと言う。日本でも、関東人

と関西人はお互いに張り合っている。それに似たようなと

ころがﾄﾞｲﾂにもある。なにも日本やﾄﾞｲﾂだけではなく、北と

南、西と東は、どの国でも、お互い張り合っている。国と国

の関係でも、南北問題や東西冷戦のように、歴史の中でも

紛争が絶えなかった。 

ﾄﾞｲﾂ支店と本社の客室担当部門でいろいろ検討した結

果、主に北ﾄﾞｲﾂ系の人たちを採用しようということになった。

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA の採用は、初めての試みである。ﾄﾞｲﾂ支店

側も、何とか成功させたい、との願いもあった。ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ支

店側も熱が入っていた。日本人たちとうまくやって欲しいと

の願いもあった。当時の邦人CAは、若い人達の場合、10

人中７人前後が、大卒で占められていた。 

 

《ｱﾋﾞﾁｭｱｰ》 

当時のﾄﾞｲﾂでは、大学、短大に行く人は、10 人中 0.8 人

前後だった。ちなみに、日本では 4 人以上進学していた。

最近では、ﾄﾞｲﾂでも進学率が高くなってきている。ﾄﾞｲﾂも国

際競争に勝つためには、高い教育ﾚﾍﾞﾙが必要である、と

いう風潮が高まってきている。 

ﾄﾞｲﾂでは、大学に行くためには、「ｱﾋﾞﾁｭｱｰ」(Abitur)とい

う大学入学資格試験に合格しなければならない。この資

格試験は猛烈にむずかしく、ﾊﾟｽすると、自分の好きな大

学に応募できる制度になっている。一旦入学しても、途中

で違う学問を勉強したければ、別の大学に変更することも

できる。 

ﾚﾍﾞﾙの高い人を採用したいのだが、大卒がそんなにいる

訳ではない。大学まで出て CA になる人もほとんどいない。

大卒からの応募があっても、ほとんどは転職者であり、25

才を過ぎてしまっている。やはり、そこは日本の航空会社

である、できれば CA は若い方がいい。就職を有利にする

ために「ｱﾋﾞﾁｭｱｰ」をとっている人がけっこういる。大卒でな

くとも、「ｱﾋﾞﾁｭｱｰ」を持っている人を中心に採用したのだ。

この採用条件が、担任教官にとって、なんとも大変なこと

になるのである。 

 

《私ｾﾞｯﾀｲ嫌ﾅﾉ》  お辞儀＝Bow 

日本式の起立・礼について、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAの時は、特に

問題にならなかったが、ﾄﾞｲﾂ人 CA 訓練生の間でﾄﾗﾌﾞﾙが

発生した。現地訓練でも、日本のやり方に慣れてもらうた

め、授業の始めと終りには起立・礼をさせることにした。ま

た、日本のﾏﾅｰについての授業も行った。お辞儀の仕方

や座り方、歩き方、さらに日本で、女性が求められる立ち

振舞いについての授業もある。その中には、女性が公衆

の面前で煙草を吸うと、どのように見られるか、と言うよう

なことも含まれている。 
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ところが、ﾄﾞｲﾂ人 CA の何人かが、日本式の礼をするの

は絶対にｲﾔだ、と言っている。ある訓練生は、泣いてまで

抵抗し拒否している。担任も困ってしまった。東京訓練の

開講式は、日本式で進めなければならない。そして、日本

のやり方を教え、それをさせるのも担任の仕事なのだ。訓

練部長が出席する開講式までには、日本の礼法を覚えさ

せなければならない。邦人 CA ならば、教官が何かを言え

ば、素直に指示に従うのだが、ﾄﾞｲﾂ人 CA はそうはいかな

い。 

「どうしてそんなやり方で挨拶をしなければならないのか」 

と抵抗している。 

邦人ｸﾗｽでは、日本文化についての授業はないので、教

官たちも、日本文化についてあらためて勉強している訳で

はない。日本人が挨拶の時、なぜお辞儀をするのか、今ま

で考えたことがないし教えて来てもいない。一方、邦人 CA

たちには、国際人として恥ずかしくないよう欧米ﾏﾅｰを教え

ている。なぜ欧米では、握手をするのかは教えている。と

ころが、日本式のお辞儀は、どのような理由から頭を下げ

ることになったのか誰も知らない。知らないけれど、正しい

お辞儀の仕方を、いつの間にか身につけている。 

 

《私はｽﾄﾘｯﾊﾟｰではｱﾘﾏｾﾝ》 

はじめのうち、どうしてﾄﾞｲﾂ人 CA たちがお辞儀を嫌がる

のか判らなかった。それより、邦人 CA たちなら、素直に従

ってくれるのに、ﾄﾞｲﾂ人は頑固でやりにくい、という感情が

教官の間に広がってしまった。 

「いちいち聞かれたって分からないわよ」 

という思いが先にたち、何人かの教官がｲﾗｲﾗしている。担

任は、一生懸命説明するのだが、ﾗﾁがあかない。ﾄﾞｲﾂ人

CA と教官の間でやや険悪なﾑｰﾄﾞが漂ってきた。訓練課

長も困ってしまった。 

訓練当初の段階から、感情の行き違いが起きてしまって

いる。それでも根気よくﾄﾞｲﾂ人 CA たちと話しを続けた。す

ると、あるﾄﾞｲﾂ人 CA が教えてくれた。 

「お辞儀をする動作は、ｽﾄﾘｯﾊﾟｰのしぐさによく似ているの

で、ﾄﾞｲﾂでは絶対しない」 

とのことだった。頭を下げることも嫌だが、その時に、両手

を前で重ねる動作がどうしてもできない、ということが分か

った。 

その昔、ｱﾀﾞﾑとｲﾌﾞは裸だったので、自分の大事なところ

を両手で隠していた。現代では、裸になり大事なところを隠

すしぐさをするのはｽﾄﾘｯﾊﾟｰだけなのだ。教養ある者は、

そのようなしぐさをしないというのが、彼女たちの言い分だ

った。なぜ嫌がっているのか分かり、「そうだったのか」と変

に感心してしまった。 

ある時、何気なく NHK ﾗｼﾞｵの文化講演会を聞いていた

ら、当時、通訳として日本で第 1 人者の松村増美さんが講

演をしていた。話の内容はｱﾒﾘｶ留学中の体験談だった。

ある時、ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄに出ることになったそうだ。壇上でｽ

ﾋﾟｰﾁをする時に、してはいけない動作ということで、やはり

同じことを話していた。彼が、教授に注意されたことの一つ

に、壇上で挨拶をする時や話をする時は、絶対に両手を

体の前で組んではならないということだったそうだ。日本人

にとってはごく自然の動作であるが、欧米にとっては違和

感のある動作であり、観衆の目がそっちの方に行ってしま

い、折角のｽﾋﾟｰﾁも台無しになってしまうそうだ。 

 

《命を差し出す》 

ﾄﾞｲﾂ人 CA たちが、なぜお辞儀するのを嫌がるのか判明

した。彼女たちの言い分もうなずける。それでも、日本の航

空会社で CA になる以上、お辞儀は不可欠なものとなる。

何とか説得しなくてはならない。ﾄﾞｲﾂ人は論理的思考を大

切にしている民族と聞いている。「お辞儀」を論理的に説明

できないだろうかと、いろいろ調べてみた。お辞儀の角度

は何度だとか、お辞儀はゆっくりしなくてはいけないとか、

その仕方はﾏﾅｰ関係の本にいくらでも書かれている。とこ

ろが、どの本も、お辞儀の動作自体が、何を意味するかに

ついて書いていない。ひとつだけ分かったのは、その昔、

平民は天子の顔を見てはいけない、というのがあった。 

そこで、欧米人の挨拶のひとつである握手に、何かﾋﾝﾄ

がないか考えてみた。握手は自分が敵ではないことを示

す動作である。お辞儀も同じように、自分が敵でないことを

示す動作ではないだろうか。お辞儀の動作は、相手に首を

差し出す動作である。お辞儀して頭を下げるというのは、

自分の身体の中で一番弱いところ(一番大切なところ)を相

手に見せる動作である。そこを殴られれば死んでしまうか

もしれない。ということは、お辞儀をすることにより、相手に

命を差し出すという意味になる。そして、それは相手に敬

意を示す、ということになるのではないか。また、手を組む

のは、手を押さえていますので、あなた様に危害が及ぶこ
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とはないですよ、と表現しているのではないか。もしかした

ら勝手な解釈かもしれないが、おおむねそれに近いので

はないだろうか。それ以後、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA たちに対して、 

「お辞儀は相手に敬意 (Respect)を示す上で、日本でもっ

とも大事な動作である」 

と教えるようになった。 

はじめの頃、抵抗していたﾄﾞｲﾂ人 CA たちも納得してくれ

た。自分たちの価値観で、相手の文化をみると、異文化摩

擦が起きる典型的な例だった。 

 

 「背広とちょんまげ」（加藤英明、ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾎﾙﾊﾞｰﾄ共著）

によると、 

『西洋人はお辞儀をするのに強い抵抗感を覚える。あるｱﾒ

ﾘｶの外交官は、ある時、東南ｱｼﾞｱの其国の国王から勲

章を授けられることになったときに、この地域の習慣に従

って、頭を下げるように前もっていわれたが、直立したま

まですませた。この外交官は 「私は人間に対しては頭を

下げない」と語った』 

『ﾖｰﾛｯﾊﾟにおいても、長いあいだ人々がお辞儀をした時代

もあった。今でも、ﾖｰﾛｯﾊﾟの宮廷やﾄﾞｲﾂやｵｰｽﾄﾘｱの上

流階級では、頭を下げるという習慣がある。東西の違い

といえば、西洋では軽く頭を下げるということである。ﾖｰﾛ

ｯﾊﾟで、人々が 近代に入ってからお辞儀をしなくなった

のは、お辞儀が封建制度 (Feudalism)と結びついた後

進的なものであって、近代民主社会にふさわしくないと見

なされたからである』 

同じ顔をしているからといって、相手が味方であるとは限ら

ない。自分は自分で守る精神がはたらく。やたらと他人に

対して自分の弱み(頭を差し出す)を見せないのが、欧米

人の生き方のようだ。 

 

《制服受領》 

東京での訓練が開始されて早々に、ﾛﾝﾄﾞﾝで採寸した制

服の準備ができたと連絡がきた。さっそく、訓練生を連れ

て制服ｾﾝﾀｰに行くことにした。 

ﾛﾝﾄﾞﾝでの採寸時に決めたｻｲｽﾞの制服を受領し、試着す

るのだが、どうも合わない、と何人かが言っている。 

まず、腕の長さが違う。欧米人は日本人に比べ、腕が長

い。というよりは、日本人の胴と腕の長さの割合と、欧米人

の割合が違う。通常、上着のｻｲｽﾞは、丈の長さで袖の長さ

も決まる。必要に応じて、袖丈を長くしたり縮めたりするが、

吊るしの服でも、日本人であれば、あまり袖丈の調整をし

なくて済む。 

日本人旅行者が、欧米で洋服を買うとき、袖丈が長すぎ

て困るのとは、反対の現象だ。袖が長いのは詰めればよ

いが、短いのを長くするのは限界がある。何人かは袖が

短すぎて特注せざるを得ない。あと 2、3 日すると、制服を

着用しての訓練が始まるが、間に合わない。制服がもらえ

ないとしょげている。 

制帽も合わない。ﾛﾝﾄﾞﾝでは、彼女たちの頭のｻｲｽﾞが小

さいのに驚いた。案の定、用意してある一番小さいｻｲｽﾞの

帽子でも、大きすぎて困っている訓練生がいる。やむを得

ず、一番小さいｻｲｽﾞを貸与したが、何となくしっくりしない。

顔の前面から耳までの長さも違うので、余計しっくりしない

のかもしれない。日本人に比べ、やや長いことも分かっ

た。 

 

《私ﾀﾞｲｴｯﾄ中ﾅﾉ》 

体型も、日本人やｱｼﾞｱ系の人達と欧米人で違う。胴長短

足の日本人に比べ、欧米人は足が長いことは、誰でも知

っている。もうひとつ違う点がある。欧米人は、油断をする

とすぐ太り始めるのだ。そのため、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA の場合、

肥満度が一定の割合を越えてしまうと警告書が手渡され

るｼｽﾃﾑを採用した。 

久しぶりに教え子に会うと、昔のｽﾗｯとした面影がすっか

りなくなってしまっている者がいた。腰まわりが太くなって

いる。顔は相変わらず小さめであり、膝から下は細いのだ

が、腰まわりに肉がついてしまっている。彼女たちは、最

初に、腰に肉が付きはじめ、その後、序々に上半身全体

が太りはじめる。ちなみに、英語では、「太る」を "Gain 

weight"といい、「体重を得る」という意味になる。 

欧米人の場合は、体質的に太る傾向にあるので、常に

注意していないとﾀﾞﾒなのだ。ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、食べ物

に注意しており、特に、脂肪分や糖分の摂取を控え、野菜

類を好んで食べている。筆者自身は甘いものが好きで、ﾁ

ｮｺﾚｰﾄや和菓子に目がない。それらを教え子たちにすすめ

るのだが、断られることが多い。そして、一人前の CA にな

った後も、彼女たちは東京滞在中、時間があると感心する

くらいﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞに通っている。それくらい努力していな

いと太ってしまう。 
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これは、体質と食べ物の違いによる。ﾓｽｸﾜで食事をした

次の日は、便の色は真っ黒になる(汚い話でｽﾐﾏｾﾝ)。寒い

国では、その寒さに耐えるために、脂肪分やｶﾛﾘｰの高い

食品の摂取が大切となる。ﾛｼｱ料理では、ﾎﾞﾙｼﾁというｽｰ

ﾌﾟを飲むと分かる。おいしいがとても油っぽい。料理は、全

般的にｶﾛﾘｰの高そうなしつこい味のものが多い。世界 3

大珍味のひとつであるｷｬﾋﾞｱｰもそうだ。あまり食べると鼻

血が出そうになる。寒さと戦うために摂取した脂肪も、代謝

が悪ければ、身体中にたまってしまう。 

ｲｷﾞﾘｽも、平均気温は日本に比べ低い。そして、日本より

寒くて長い冬が続く。しかもｼﾄｼﾄした空模様である。きびし

い自然との戦いのなかで、いつの間にか、脂肪をため込

む体質ができ上がってしまったのだ。 

 

《菜食主義》 

自分たちの体質を知っている欧米人の中には、「ﾍﾞｼﾞﾀﾘｱ

ﾝ」(Vegetarian)と呼ばれる菜食主義者が多い。 

欧米の若い女性の場合は、美容と健康の観点から、脂

肪の摂取を控えるために、菜食主義になることが多い。日

本の菜食主義は、元来、宗教から出てきている。仏教では

菜食を勧めている。日本では精進料理が有名である。動

物性たんぱく質の摂取の少ない国では、太っている人たち

も少なく、脂肪太りによる病気も少なかった。欧米人もこの

点に着目し、自分達の食生活を変えはじめている。 

因みに、食物学では、肉食は人間を戦闘的にすると考え

ている。ｱﾒﾘｶは戦争に勝つために、食物学も研究し、兵士

に肉をどんどん食べさせていたと何かの本で読んだことが

ある。食生活が菜食中心になると、人間は戦闘的でなくな

り、また、いろいろな欲望も少なくなってくるそうだ。仏教が

菜食を勧めるのにもちゃんと理由がある。 

 

《うぶ毛は剃らない》 Baby Hair,  Downy Hair 

「Beauty Lesson」の授業で、顔ﾊﾟｯｸを行ったときのこと

である。ﾊﾟｯｸが乾き、ゆっくりと剥がしていく。ところが、剥

がすときになって、何人かが涙を流さんばかりに痛がって

いる。うぶ毛がﾊﾟｯｸに張りついてしまい、ｽﾈに貼ったｻﾛﾝ

ﾊﾟｽを剥がすときの痛さと同じらしい。 

休憩時間に皆と話していると、この話題になった。彼女た

ちは、顔ﾊﾟｯｸをほとんどしないそうだ。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA に接

していると、彼女たちのうぶ毛 (Baby Hair)に気がつく。

人によっては、鼻の下に薄いひげが生えているように見え

る。「どうして顔のうぶ毛を剃らないのか」と聞いてみると、 

「私たちの習慣では、首から上の部分は剃らないのが普

通なのです」 

「首から下の部分で、露出しているところは、脱毛したり剃

ったりしますが・・・。腕や足が毛深いと、Rude(野蛮)に見

られるのです」 

というのが、彼女たちの返事だった。 

そのようなことがあってから、欧米人をみると、うぶ毛が

気になってしょうがない。よく見ると、やはり剃っていない女

性が多い。この習慣はどうも宗教に関係があるらしい。 

 

《硬水と軟水》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA といえども、制服着用時のﾍｱｰｽﾀｲﾙは、食

品を扱うものとして清潔感がなければならない。仕事中に

髪が揺れるようでは、髪の毛が落ちたりするので、ｼﾆｵﾝに

するなどしてまとめなければならない。いったん仕事を離

れれば、彼女たちの好きなｽﾀｲﾙでよい。当時のｲｷﾞﾘｽで

は、若い女性の間でｱﾌﾛっぽいﾍｱｰｽﾀｲﾙが流行っており、

どちらかというとﾌﾜっとした感じのﾍｱｰｽﾀｲﾙを好んでいた。

それが、日本の水でｼｬﾝﾌﾟｰをすると、ﾄﾞﾗｲﾔｰをかけても

ふわっとした感じに仕上がらず、髪がﾍﾟﾁｬっとしてしまう、

と嘆いていた。 

どうも水が合わないらしい。ﾖｰﾛｯﾊﾟは硬水の国が多い。

一方、日本は軟水の国である。硬水の国では生水をほと

んど飲まない。ｶﾙｼｳﾑ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ塩を多く含んでいるため、

飲むと下痢を起こしたりするからだ。石鹸も泡立ちが悪い。

硬水に慣れたｲｷﾞﾘｽ人の髪には、軟水は相性が悪いよう

だ。 

 

《ｵｵｶﾐの牙》 

ｲｷﾞﾘｽ人にしてもﾄﾞｲﾂ人にしても、感心するのは、みな歯

並びがきれいなのだ。八重歯がある人は、1 人もいない。 

「日本では、八重歯(Double Tooth)の娘は、かわいらしく

見えるので男性に好かれるが、君たちの中に八重歯の

人は 1 人もいないね」 

「私たちの国では、歯並びが悪いと、かならず子供の頃に

矯正します。八重歯は、ﾄﾞﾗｷｭﾗみたいで男性に好かれま

せん」 

確かに、欧米の国で八重歯の人を見かけることはほとん
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どない。むしろ、ﾌﾗﾝｽなどでは八重歯のことを「ｵｵｶﾐの

牙」とよび忌み嫌っている。そのため、親は子供の八重歯

を見つけると矯正させる。八重歯を見せてのﾌﾞﾘｯ娘も、日

本では通じるが、欧米では嫌われている。 

国際線 CA をやるのであれば、八重歯は矯正しておいた

方がよいと言える。 

 

《地震に遇う》 

米語では、地震のことをｱｰｽｸｪｰｸ(Earthquake)と言う

が、ｲｷﾞﾘｽ人はｱｰｽﾄﾚﾏｰ (Earth Tremor)と呼ぶ。 

ﾛﾝﾄﾞﾝでの授業の最後に、東京に来るにあたっての諸注

意を行なった。その中で地震についても触れておいた。念

のために、地震ついての話しをしたのだが、東京での訓練

が始まって 2 週目に入った頃、早くも地震に見舞われたの

だ。震源地は茨城県で、東京でも震度 4を記録した地震だ

った。夜中の 2 時頃だったので、彼女たちは熟睡していた。

そこに震度 4 の地震である。震度 4 といえばかなり揺れる。

地震になれている日本人でも、火の元を確かめたりするし、

少しは緊張する。しかも、10 階建ての寮で、彼女たちの部

屋は、上層階だったからたまらない。震度 4 以上の揺れに

なった。 

寝ていた彼女たちは、何が起きたのか、とっさには理解

できなかったらしい。とにかく天地がひっくり返るようなこと

が起きている。建物が揺れている。いつまでたっても揺れ

が収まらない。さらに何かが起きるのではないかと、恐怖

心でいっぱいになり、だれもが部屋を飛び出してきた。あ

ちこちで「ﾜｰﾜｰ､ｷｬｰｷｬｰ」と大騒ぎになってしまった。すぐ

に揺れが収まると思っていた寮監さんたちも、階上での騒

ぎに起きてきて「大丈夫、大丈夫!」と、皆を安心させるのに

大変だったらしい。 

次の日、みな寝不足の顔をしている。さっそく地震の話題

になった。このような時の解説役はいつもﾌﾗﾆｰが行う。 

「教官、昨日は大変だったのだから」 

と微に入り細に入り、手振り身振りで説明してくれた。こん

な経験は、だれもが初めてだと話していた。他のｸﾗｽには、

地震が嫌で、飛びはじめてすぐに辞めてしまった CA がい

た。 

 

《浅草見物》 

当時の訓練では、外国人 CA に東京見物をさせるという

のがあった。日本のことをできるだけ知ってもらいたいとの

願いがあった。 

東京ﾀﾜｰや皇居見物が終り、〈はとﾊﾞｽ〉が次に向かった

のは浅草だった。ｶﾞｲﾄﾞさんの説明によると、浅草は、海苔
の り

で有名なくらいで、その昔は近くまで海だったそうだ。観音

様は、隅田川の底に沈んでいたところを、漁師に拾われ浅

草寺に奉られた、という言い伝えがあるとのことだった。

645 年頃の話だそうだ。ｷｬﾉﾝという会社は、観音様に因ん

でいるらしい。ｶﾝﾉﾝをﾛｰﾏ字にすると、Kannon であるが、

それが Cannon となり、ｷｬﾉﾝ(Canon) となったそうだ。 

雷門を入り、仲見世を歩き、突き当った正面に、観世音

菩薩(観音様)が奉ってある浅草寺がある。そして、右側に

二天門があり、そこを入ると、三社祭りで有名な浅草神社

がある。よく考えると、浅草って、仏様と神様が一緒に住ん

でいる寺町なのだ。 

「これは Temple で、あれは Shrine ですか? Temple と

Shrine が一緒の場所にあるんですか? ｹﾝｶはしないの

ですか?」 

とｼﾞｬﾈｯﾄが聞いてきた。また質問である。 

「ｼﾞｬﾈｯﾄ、神道は、日本のｵﾘｼﾞﾅﾙ宗教であることは知って

いるね。仏教は、6 世紀中頃(538 年)に、今の韓国を経

由して日本に入ってきたんだ。ｲｷﾞﾘｽにｷﾘｽﾄ教が入った

のが 597 年なので、同じような時期に、日本には仏教が

入ってきたんだ。当時、仏教は外国の宗教ということで、

“入れる、入れない”で大論争が起こったんだ。なぜなら、

日本には神道という日本古来の宗教があったからだよ。

大論争の中、当時の欽明天皇は、“試してみよう、良くな

かったら受け入れるのをやめよう”という意見だったんだ。

天皇の意見にしたがって試すことにしたんだ。その後、7

世紀になり、聖徳太子(Prince Shotoku が積極的だった

こともあり、仏教は日本に定着したんだ)  

日本ではいたるところにいろいろな神様がいる。日本には

八百万の神がいるのだから、一つくらい外国の神がいたっ

てよいではないか、と考えたかどうかは分からない。しかし、

日本人が宗教に対し柔軟なのは、歴史的にいえば、欽明

天皇の時代に芽が出ている。土着の宗教を排除してきたｷ

ﾘｽﾄ教徒には理解しにくいところである。 

 

《日本は柔軟な国》 

日本人は、外国文明を積極的に取り入れ、それを日本風
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にｱﾚﾝｼﾞし、定着させるのが得意な民族だ。料理も世界の

ものを取り入れてきた。 

日本で食べる外国料理は、西洋風日本料理といった方

がよいと思うときがある。特に、味付けが日本人好みにな

っている。 

ﾀｺｽという料理がある。ﾒｷｼｺの田舎町でﾀｺｽを食べたこ

とがあるが、線香臭くて一口であきらめた思い出がある。ﾀ

ｺｽなんて日本では売れないだろうと思っていたが、いつの

間にかﾀｺｽの店があちこちにできていて、若者たちが食べ

ている。あんな線香くさいものよく食べられるな、と感心し

ていたら、日本人が食べられる味付けになっていた。 

外来語も同じである。昔から外来語を取り入れてきたが、

いつの間にか外国人に通じない外来語になってしまってい

る。漢字にしても、ｶﾀｶﾅ外来語にしても、中国人や欧米人

に通じないものが多い。漢字は、筆記すれば、意味が通じ

ることもあるが、発音はまったく違ってしまっている。 

 

《ｶﾀｶﾅ読み》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA への日本語授業では、外来語をｶﾀｶﾅ式発

音で教えることになる。機内では免税品を扱っている。そ

の中に、たばこのﾏｲﾙﾄﾞｾﾌﾞﾝ(現在名ﾒﾋﾞｳｽ)がある。 

「ﾏｲﾙﾄﾞｾﾌﾞﾝは１ｶｰﾄﾝ 1400 円です」 

とﾃｷｽﾄに出てくる。彼女たちは、つい「Mild Seven」と英

語読みで発音してしまう。ところがこれではﾀﾞﾒなのだ。

「Mairudosebun」と発音させ直さなければならない。 

今、この原稿はﾊﾟｿｺﾝで打っている。「ﾊﾟｿｺﾝ」といっても

外国人にはなんのことか分からない。「ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

(Personal Computer)と言わなければ、英語国の人には

通じない。 

日本人は、昔から好奇心が強かったせいか、自分たちに

ないものがあると、それが気になってしょうがない。すぐに

関心を示し、取り入れ自分たちなりに消化してしまう。そし

て、日本風にｱﾚﾝｼﾞしてしまう。ところが、外国は違う。たと

えばﾌﾗﾝｽは、中華思想が強く、自分達の文化が一番であ

ると自負し他国のやり方をなかなか受け入れない。日本は、

それとはまさに正反対の態度をとってきたのだ。 

ﾄﾞｲﾂ人CAのお辞儀事件もそうであるが、ﾄﾞｲﾂ民族も、他

国文化に対しては慎重なところがある。ﾄﾞｲﾂやﾌﾗﾝｽのよう

な大陸の国々は、お互いに侵略したりされたりの歴史を持

っている。他の文化を受け入れるということは、相手国に

侵略されるのではないか、という民族的恐怖心を潜在的に

持っているようだ。一方、国内での勢力争いはあったもの

の、日本人は、敗戦後の進駐軍時代を除き、他民族に侵

略された経験がない。 

そのようなわけで、日本人は、異文化や他の文明に対し

て、かなり柔軟な国民なのだ。これも、実は欽明天皇の時

代、燐国の百済国より、宗教だけではなく、いろいろな文

明や文化が入ってきた。さらには、儒教も入ってきた。そし

て、中世から近代にかけての日本人の関心は、宗教のよ

うな思想的なものから物質的なものへ移っていった。ﾎﾟﾙﾄ

ｶﾞﾙやｵﾗﾝﾀﾞのような国に注目し、鉄砲に代表される鋳造

技術や造船技術などを取り入れるようになった。一時鎖国

政策により、西欧文明の受け入れを拒否したが、明治の

文明開花では、西欧文明を積極的に取り入れた。特にｲｷﾞ

ﾘｽ、ﾌﾗﾝｽ、ﾄﾞｲﾂの影響を受けたのである。戦後は、ｱﾒﾘｶ

の影響という具合である。 

 

《英国国教会》 

もしｼﾞｬﾈｯﾄが他の宗派だったら、同じ質問はしなかった

かもしれない。ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの中でも、戒律の厳しいﾒｿﾞｼｽﾄ

派の信者だったからだと思う。 

ｲｷﾞﾘｽは 16 世紀半ばに、当時の国王ﾍﾝﾘｰ 8 世の離婚

問題をきっかけにし、宗教改革の影響もあり、ﾛｰﾏ･ｶｿﾘｯｸ

教会から離脱した。そして、ｲｷﾞﾘｽ独自の英国国教会 

(The Church of England)を設立した。それ以来、ｲｷﾞﾘｽ

国民は英国国教会を自分たちの宗教としてきた。最近で

は、国王を長とする英国国教会の影響力もずいぶん衰え

てきているようだが、それでも、生まれる子の3分の1は英

国国教会で洗礼を受けていると聞く。 

ｼﾞｬﾈｯﾄのように宗教に関心を示した娘もいるが、ほとん

どのｲｷﾞﾘｽ人 CA たちはあまり関心がない。むしろ、仲見

世通りにあるおみやげ屋で、昔ながらの日本的なもの、例

えば広重の絵が入ったゆかたや扇子や日本人形を売る

店々を覗いていた。若い人たちの宗教離れはどこの国で

も同じである。それが英国国教会の悩みであるとも聞いて

いる。 

 

《お宮参り》 

浅草のあと、椿山荘で昼食となり、それから明治神宮へ

と向かった。 
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ﾊﾞｽは原宿駅裏側の駐車場に入り、そこから本殿まで参

道を歩いた。2 月の神宮は、正月の賑わいが終りひっそり

としている。 

明治神宮は、明治天皇、昭憲皇后を奉るために、多くの

人々の労働奉仕を受け、大正 9 年(1920 年)に完成した。

宝物殿には、両陛下が愛用した品々が集められている。

明治神宮は、内苑が 3 万坪あり、競技施設などがある外

苑は 10 万坪の広さになっている。 

明治天皇の時代は、日本とｲｷﾞﾘｽの間に日英同盟

(Anglo-Japanese Alliance Treaty 1902年) が結ばれて

いた。戦争中を除き、それ以来、日本の皇室はｲｷﾞﾘｽの皇

室とよい関係にある。皇太子(The Crown Prince)もｲｷﾞﾘ

ｽに留学していた。 

「私がｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰとして乗務していた便に、ｱﾝ王女の結

婚式に参列するため、ﾛﾝﾄﾞﾝに向かわれる浩宮様(現皇

太子殿下)が、お乗りになったことがあるんだ。私は、機

内ｻｰﾋﾞｽの責任者だったので、直接お話しもできたんだ。

私のよい思い出の一つになっているよ」 

本殿の参拝が終り、何人かと今の話しをしていたところ、

本殿の方が気になってしょうがない様子のﾃｨｯｼｭが、 

「あの･･･」 

「どうした、ﾃｨｯｼｭ」 

「さっきお祈りをした所に、中年の女性が赤ちゃんを抱いて、

そのそばに若い女性がいて、一緒に参拝しています。何

か意味あることなのですか?」 

「ﾃｨｯｼｭ、あれは "お宮参り" と呼んでいる」 

「Omiyamairi!?」 

「子供がすくすくと育つように祈りにきているのだよ」 

「I see.」 

ﾃｨｯｼｭは、"I see" とは言ったものの、ｽｯｷﾘしない顔をして

いる。説明した私の方もｽｯｷﾘしない。「子供の成長を神様

に祈りにきた」には違いないが、お宮参りの本当の意味は

何なのか、なぜ神社でなければならないのか、気になって

しょうがない。言語学者の荒木博之氏によると、 

『産の忌みの終りと照応して初宮参りが行われるが、これ

は生児の氏神に対する氏子入りの意味を担うものであり、

村落共同体の象徴である神に詣でることによって、村人

の仲間に加わったことの承認を受けるもの』 

であったらしい。お宮参りとは、「それぞれの村にいる氏神

さまの氏子になること」が本来の意味なのだ。氏神さまは、

お寺ではなく、神社にまつられている。だから神社にお参

りに行くのだ。 

本来の意味が分かれば、ｲｷﾞﾘｽ人に説明しやすい。ｷﾘｽ

ﾄ教の世界でも、お宮参りに似た宗教上の儀式がある。ｷﾘ

ｽﾄ教では洗礼(Baptism) を行う。洗礼も神の子となり、そ

の地域の教会の一員となる儀式である。さっそく数日後の

朝礼の時に、皆に説明した。因みに、洗礼について宗教学

者のひろさちやさんは、次のように述べている。 

『ｷﾘｽﾄ教では、教会の一員となるには洗礼を受けなけれ

ばなりません。洗礼は「ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾏ」といい、罪人が罪を悔

い改めて、ｷﾘｽﾄによる罪の許しを与えられ、新しく生まれ

かわって教会の一員となる礼典です。ｶｿﾘｯｸ教会では、

この洗礼の際に、代父あるいは代母を立てて、聖人の名

を霊名(洗礼名)としていただく習慣があります。これは、

その名をいただいた聖人の徳行にならおうとするもので

す。なお、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄのほうでは、みずから信仰告白をす

ることができない幼児への洗礼を、有効としない傾向が

強いようです。また霊名(洗礼名)をつける習慣もありませ

ん』 

となり、ｶｿﾘｯｸとﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄでは、洗礼に対する考え方も違

う。 

 

《七五三》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA を担任する前は、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人 CA を受け持っ

ていた。訓練は 11 月から始まったので、都内見物で明治

神宮に行ったときは、ちょうど七五三の時期だった。着飾っ

た男の子や女の子たちが親に連れられてお参りにきてい

た。 

「着物を着た子供達がいっぱいいます。何をしているので

すか?」 

「あれは、子供がすくすく育っていることを、土地の神様に

感謝するために、お参りにきている人たちだよ」 

「街では、子供は着物を着ていません。どうして着物を着

ているのですか?」 

「むかし、子供は 3 才になると、髪をのばして結ぶ儀式をし

たんだ。そして、5 才になると、男の子は女の子と違う着

物を着はじめたんだ。女の子は、7 才になると、子供用の

着物を着るのをやめる。男の子も女の子も、7 才になると、

正式に土地の住民として認められ、大人の仲間に入れて

もらえたんだ。昔のお祝いの風習が、今も残っているん
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だよ」 

「よく見てごらん、お参りに来ているのは、男の子は 3 才と

5 才の子供だけなんだ。女の子は 3 才と 7 才の子どもし

かいない筈だよ」 

初宮参りは、子供がこれからすくすく育つように、そして、

七五三は、こどもがすくすく育ったことを感謝し、これからも

丈夫に育っていくように、土地の氏神様にお願いに来る風

習であり、今も続いている。 

 

《ｲｷﾞﾘｽ的ｶﾝﾆﾝｸﾞ防止》 

ﾛﾝﾄﾞﾝで習った課目のﾃｽﾄが、東京訓練の第 2 週から始

まった。月曜日の 1 時限目に、ﾃｽﾄ用紙を抱えて教室に入

り、これからﾃｽﾄを行うと伝えた。するとｲｷﾞﾘｽ人CAたちは、

ｲｽを机の外側に出し、机の端と端にお互いが向かい合う

ように座ろうとした。彼女たちはいろいろな地方から集まっ

てきている。その彼女たちが、こちらから指示したわけでも

ないのに、ﾃｽﾄ時の着席ｽﾀｲﾙをとった。ということは、ｲｷﾞﾘ

ｽではﾃｽﾄを受けるとき、生徒がお互いｶﾝﾆﾝｸﾞをしないよう

向かい合って座ることになっているらしい。昔、ｲｷﾞﾘｽ映画

で "ｶﾝﾆﾝｸﾞ" というのがあった。映画化されるくらいだから、

ｶﾝﾆﾝｸﾞが盛んだったのかもしれない。そして、その防止策

として、このような着席ｽﾀｲﾙが確立されたようだ。 

 

《ｱｼﾞｱ的ｶﾝﾆﾝｸﾞ》 

ｶﾝﾆﾝｸﾞは、私も学生時代にやった思い出がある。ﾃｽﾄの

監督をして分かったことは、中国系訓練生もﾖｰﾛｯﾊﾟ系訓

練生も、日本人訓練生がおこなっている程度のｶﾝﾆﾝｸﾞは

していた。もちろん全員ではないが･･･。 

ここでちょっと、ある実験をした。ﾃｽﾄ中に、所用があるふ

りをして教室から出て、ﾋﾞｭｱｰ越しに、教室内のようすをそ

っと2、3分覗いてみることにした。ﾃｽﾄの監視役が居なくな

った時の反応が、それぞれ違っていたのは興味深い。中

国系の CA たちは、筆者が教室を出ていくなり、情報交換

会になった。教室のあちこちから声が上がり、この問題の

英語の意味はああだ、こうだ、そして、答えはこれでいい

のよね、と声が外まで聞こえてきた。皆があまりに情報交

換に熱中しているので、教室に入っていくのに気後れして

しまったくらいだ。しかたなく、“これから入るｿﾞ”とﾄﾞｱｰの把

手をｺﾞｿｺﾞｿさせてから教室に入っていった。このｸﾗｽから

は、"いい教官" という評価をもらい、その後、このｸﾗｽの

授業にいくと、ﾐｽﾀｰ・K がきた、といって喜んでくれ、授業

もよく聞いてくれたというｵﾏｹもあった。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA のｸﾗｽでは、中国系 CA より、平均年齢が 2

～3 才上であったこともあるが、その反応は、少し違ってい

た。意外と静かなのである。せいぜい隣同士で小さな声で

話している程度だった。 

実は、邦人 CA にも、同じ実験をしたことがある。その反

応は、中国系 CA とｲｷﾞﾘｽ人 CA との中間というところであ

る。日本の学生の実態は、皆さんの方がよく知っていると

思う。 

 

《ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人 CA》 

前項で中国系 CA と表現したが、今回採用したｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

人 CA は、国籍はｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙだが、中国人を祖先に持って

いる人たちばかりである。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの人口構成は、中国

系が約 80%、ﾏﾚｰ系が 15%、ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟｷｽﾀﾝ系が 5%前後と

なっている。構成比率的には、中国系の人たちが絶対的

に多い国なのだ。中国系ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人を採用したのは、将

来、彼女たちに太平洋線を乗務してもらうためなのだ。太

平洋線には中国系の旅客が多数搭乗してくる。中国系ｼﾝ

ｶﾞﾎﾟｰﾙ人であれば、香港基地 CA 同様、英語を話さない

中国人旅客にも対応できる。各国航空会社がｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人

CA の獲得を積極的に行っている。各航空会社にとっては、

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙは賃金が比較的に安く、人件費をｾｰﾌﾞできると

いうﾒﾘｯﾄがある。さらに、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人は、他のｱｼﾞｱ諸国と

違い、日常生活の中で英語を使っている唯一の国である

ことも大きな理由になっている。 

 

《ﾃｽﾄ結果発表》 

採点済み答案用紙返却のときの反応が、日本人とｲｷﾞﾘｽ

人では違う。特に、自分の点数が悪かったときの反応が違

う。日本人は、あまり勉強もしなかったし、しょうがないかと

頭をかきながら席に戻っていく。そこには恥の表情があ

る。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、自分に対して不満である、というよ

うな表情を見せる。結果が悪ければ意味がない、という考

えのようだ。そして、まじめな娘は、かならずどこを間違え

たのかを確認していた。自分が勘違いしていた項目を、2

度と間違えないようにするためだ。 

野球選手が、打球を取り損ねたときの反応を思い出す。
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日本の選手は恥ずかしいという態度をとるが、ｱﾒﾘｶの選

手は、地団駄を踏んで、くやしいという態度をとる。どこか

それに似ている。 

日本では、結果のみならず経過 (努力) も評価する傾向

にある。一方、契約社会である欧米では、結果を重視する。

そのことが、ﾃｽﾄ結果発表時の反応のちがいに現れてい

る。中国系のCAたちは、どちらかというと日本人に似た反

応を示した。 

 

《一生懸命》 

「いっしょうけんめい」という熟語は、昔は、「一所懸命」と

書いていた。「ひとつの所で命を懸ける」が本来の意味だ

そうだ。 

担任教官が、訓練生を評価するとき、ﾃｽﾄ結果だけでは

なく、訓練への取組み姿勢や態度なども加味する。結果も

大事だが、日本では、訓練中の前向きな態度とか、やる気

とか、途中経過も重視する。 

むかし「ｽﾁｭﾜｰﾃﾞｽ物語」というﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏがあった。視聴

率も高く、CA に憧れる若い女性のみならずｻﾗﾘｰﾏﾝ達で

さえ、放映日の翌日は職場の話題にしたほどだった。「ｽﾁ

ｭﾜｰﾃﾞｽ物語」というのは、ﾄﾞｼﾞでのろまなCA訓練生が、一

生懸命ひたむきに努力して、訓練を無事終了し CA になる

という話である。これだけではﾄﾞﾗﾏにならないので、このひ

たむきな訓練生が、教官に恋焦がれるという物語だ。この

ﾄﾞﾗﾏが評判を呼んだのは、CA の世界がﾃｰﾏであったこと

や、人気俳優が出演していたこともあったが、日本人の好

きな「一生懸命さ」や「ひたむきさ」が描かれていたところに

あったと思う。 

日本人から見ると、外国選手はあまり練習をしないので、

たるんでいるように見える。そして、結果で勝負する外国

人選手と、途中経過を重視する監督との間に、価値観の

相違から摩擦が起きることがある。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA が、日本人社会のなかで、理解できずに苦

労したことのひとつに、この一生懸命やひたむきな態度が

ある。訓練中もそうだったが、一人前の CA になって、邦人

CA の中で働くようになった後も、この問題にぶつかった。

日本人が持っているこの価値観と、彼女たちが持っている

価値観が違うため、邦人 CA との間で軋轢も起きた。 

邦人 CA の間では、新人は新人らしく、言われたとおり一

生懸命にやればよいのだ、という価値観が面々と脈打って

いる。 

一方、ｲｷﾞﾘｽ人は、ものごとを合理的に考えるところがあ

る。新人といえども、一人前の CA になった以上、自分で

考えて、これが最上のやり方だと思ったら、そのやり方で

行おうとするし、先輩に対しても意見を述べる。 

邦人 CA からみると、これがおもしろくないのだ。「新人の

くせに」ということになる。日本では、男性よりも女性社会

の方が、先輩後輩の関係は厳しい。CA の世界も女性社

会である。 

邦人 CA と一緒に仕事をしていくうちに、ｲｷﾞﾘｽ人 CA た

ちも、邦人 CA への接し方のｺﾂが分かってきて、今では、

余計なことを言わずに、ひたむきに働いている姿が機内で

見られる。この問題で苦労したｲｷﾞﾘｽ人の先輩達が、後輩

達に日本人社会の中で働くｺﾂを教えている。 

 

《日本人的ｲｷﾞﾘｽ人》 

筆者が教えたｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、日本人の中で仕事を

した経験などまったくない人たちばかりだった。日本人との

付き合い方は何も知らない。教える側の教官たちも、機内

での仕事のやり方を教えるので精一杯だった。外国人が

日本の会社でうまくやっていくには、どのようにすればよい

のか、というﾉｳﾊｳの蓄積がない。訓練の大半は、東京で

行われる。授業方式は日本の学校ｽﾀｲﾙで実施したが、教

室の中はｲｷﾞﾘｽそのものである。1 人の日本人教官と 16

名のｲｷﾞﾘｽ人 CA たちである。多勢に無勢となる。 

彼女たちは、自分の意見を人前で話せないのは恥ずか

しいことと教育されてきている。授業中も授業以外のときも、

よく質問をしてきたし、自分の意見も述べた。教官が聞い

た仕事の仕方も、もっと合理的な方法があれば提言もした。

ときには、「そんなやり方はおかしい」と感情的な態度をと

ったこともあった。そこにいたのは、日本人社会の体験が

ない生のｲｷﾞﾘｽ人やｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人だった。日本人社会で味

わった苦い経験も、先輩からのｱﾄﾞﾊﾞｲｽもない人達だっ

た。 

今では、ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、日本人の仲間とうまくやっ

ている。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA の教育を担当した者としては、うれ

しい反面、なにかｲｷﾞﾘｽ人らしさがなくなってしまったような

感じがする。彼女たちにとってみれば、自分たちの行動基

準で仕事をすれば、仕事に影響があるし、下手すれば、生

活がかかってしまうというのが本音だろう。 
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《救難訓練》 

訓練のはじめに、教官が、今日は誰がCA役を行うのか

を聞く。このとき、私がやってもいいと手を挙げるのは、ﾖｰ

ﾛｯﾊﾟ系のCAたちに多い。日本人は、このような場合あまり

積極的ではない。教官に言われるまで、CA役が自分に当

たらなければいいのにと思っている。中には、積極的に手

を挙げる訓練生もいるが･･･。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ系CAたちは、今はうまくできないかもしれないが、

緊急事態のときはﾁｬﾝﾄできるようになりたいので私にやら

せてください、と手を挙げる。そして、うまくできなくても誰も

笑ったりしない。 

 恥の文化をもつ日本人は、そのような時、皆の前でちゃ

んとできないと恥ずかしい、という感情が先にたってしまう。

また、ﾍﾀに手を挙げると、あいつ教官に気に入られたいん

だろうという、目に見えない牽制球も飛んでくる。現役 CA

たちも毎年救難訓練を受ける。日頃から「安全」を口にす

る人は多いが、やはり、積極的に CA 役をする人は少な

い。 

《水と安全はﾀﾀﾞではない》という言葉があるように、ｲｷﾞﾘ

ｽ人CAたちも、安全に関することについては、実に真剣に

取り組む。特に、自分の身の安全は自分で守るという考え

が根づいている。 

 

《会話が静か》 

欧米人はとにかくよくお喋りをする。ｲｷﾞﾘｽ人やﾌﾞﾗｼﾞﾙ人

だけではなく、ﾄﾞｲﾂ人もよくしゃべる。授業合間の 10 分間

の休憩時間でさえ、何人かごとの輪ができて会話が始ま

る。沈黙が苦手らしく、一度会話が始まると、だれかが喋っ

ている。若い女性たちばかりなので、話している内容は、

ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞのこと、家族のこと、郷里のこと、住居のことな

どで、日本の若い女性とあまり変わらない。 

しかし、話し方は違う。ｸﾗｽのｲｷﾞﾘｽ人は 20 代前半の女

性たちだったが、日本の若い娘たちのﾜｲﾜｲといった話し

方ではなく、物静かな話し方をする。紅茶を手に持ち、静

かにおしゃべりをするのが、彼女たち特有のｽﾀｲﾙだ。日

本の若い女性(若くない女性もそうだが)は、話しに夢中に

なって、だんだん声が高くなり、まわりの人たちが迷惑に

思っているのも分からなくなってしまうことがある。ｲｷﾞﾘｽ人

たちのお喋りは、近くで聞いていてもあまり気にならない。 

 

《会話が発展》 

彼女たちは、こちらが一言喋ると、三言は返してくる。三

言の中には、新たなﾄﾋﾟｯｸが入ってくるので、話がどんどん

展開していく。 

筆者が教官時代に、邦人 CA 採用面接で、外国人英語

教官とﾍﾟｱｰになり英語の面接官をしたことがある。英語で

のやりとりそのものは、外国人教官が主に行う。筆者はそ

れを聞き、応募者の英語ﾚﾍﾞﾙを見るのが仕事だった。 

外国人教官 「Where are you from?」 

応 募 者  「I'm from Saitama… 」 

外国人教官 「･･･」 

大半の応募者は、外国人教官の質問に対し、「埼玉からき

ました」とだけしか答えない。答えとしては間違っている訳

ではないが、欧米人と会話をする時には、これでは、なに

か足りない。 欧米人であれば、同じ質問に対して、少なく

とも 3 倍の答えをする。自分の出身地の名前だけではなく、

「それはどこにあるのか」「どのくらい遠いのか」「どのよう

なところか」まで説明する。場合によっては、「そこには結

婚した兄と両親が住んでいる」とか「両親はそこで商売をし

ている」とかも話す。欧米社会では、表現しなければ相手

に通じない、という考えが一般的である。日本人が得意と

する、「以心伝心」は通用しない。自分の思いや考えを言

葉にして初めて、他人に理解してもらえると考えている。 

これも、欧米の歴史や文化的背景からきている。ﾖｰﾛｯﾊﾟ

人は、今のﾄﾞｲﾂあたりを中心に活動していたｹﾞﾙﾏﾝ人、ｲ

ｷﾞﾘｽはｹﾙﾄ人、ﾌﾗﾝｽのｺﾞｰﾙ人、そして、ﾛｰﾏ人、ｷﾞﾘｼｬ人

が交わって生活してきた。同じｷﾘｽﾄ教でも、ｶｿﾘｯｸ教徒と

ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教徒では考え方が違う。 

これら多民族が、平和に暮らしていくためには、お互いの

価値観や違いを知り、認め合わなければならない。そのた

めには話し合わなければならない。より自分たちのことを

知ってもらう努力が必要であった。―自分を知ってもらう― 

欧米人の会話の基本がここにある。 

日本人は同一民族であり、宗教的にも、自然環境的にも、

歴史の中で培われてきたお互いの価値観は同じといって

よい。そのため、お互い言葉に出す必要があまりなかっ

た。 

この背景が、欧米人と日本人の喋る量の違いに現れて

いる。日本人が、異民族(特に欧米人)と付き合っていかな

くてはならない現代は、「言わなくても分かるだろ」の考え
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はあきらめたほうがよい。 

 

《ｱｲｽﾃｨｰ》 Iced Tea 

 日本人がお茶に愛着を持っているように、ｲｷﾞﾘｽ人も紅

茶をこよなく愛している。 

 昼休みに喫茶室で、みんなでお茶でも飲もうということに

なった。彼女たちは温かいものを飲むときは、やはり紅茶

だ。ｺｰﾋｰを飲むより紅茶を飲む方が多い。冷たいものを

注文する時は、糖分の少ないものを飲んでいる。筆者は、

ｱｲｽﾃｨｰが好きなので、冬でもｱｲｽﾃｨｰを飲む。それを見た

1 人が、 

「Iced Tea を飲んでいるのですか」 

「そうだよ。なにか変か」 

「Tea に氷を入れるなんて考えられません」 

「Iced Teaが好きな日本人はけっこういるよ。特に暑いとき

の Iced Tea はおいしいよ。東南ｱｼﾞｱの国でも、Iced Tea

はﾎﾟﾋﾟｭﾗｰな飲物なのだよ」 

と説明しても、なにか納得ができないらしく、そんな飲み方

は邪道だというような顔をしていた。 

確かに、ｲｷﾞﾘｽ滞在中にｱｲｽﾃｨｰを注文したことはない。

注文すれば提供してくれるとは思うが、ｲｷﾞﾘｽでｱｲｽﾃｨｰを

飲みたいとも思わない。ｱｲｽﾃｨｰは、むし暑い国で飲むと

おいしい。その点、ｲｷﾞﾘｽは夏でもあまりむし暑くはないし、

暑い時期も短い。 

 

《ﾐﾙｸが先か後か》 

飛行機は、空気の薄いところを飛行する。そのため、飛

行中の機内は 0.8 気圧に与圧されている。与圧された機

内でお湯を沸かすと、摂氏 80 度で沸騰してしまう。機内の

お湯の温度は日本茶にはよいが、100℃で沸騰したお湯

を使う紅茶には向いていない。機内で紅茶を作ってもなか

なかよい香りが出ない。 

授業のとき、紅茶についての論議になった。彼女たちが

紅茶を飲むとき、たいていﾐﾙｸを入れる。ｲｷﾞﾘｽ人は、紅茶

はﾐﾙｸを入れて飲むものと思っているようだ。見ていると、ﾐ

ﾙｸを先に入れ、そこに紅茶を注ぐことの方が多い。そこで

質問して、お互いに議論をさせた。 

「ｲｷﾞﾘｽでは紅茶を飲むとき、ﾐﾙｸを先に入れるのか、後に

入れるのか？」 

3 分の 2 の人たちは、いつもﾐﾙｸを先に入れて飲むと言っ

ている。残りの3分の1の人は特に意識をしていないらしく、

どちらでも良いと思っている、という意見だった。次に、 

「ﾐﾙｸを先に入れるのはなぜか」 

という議論をさせた。ﾐﾙｸを先に入れて飲む人たちの間で

意見が一致したのは、 

―ﾐﾙｸを先に入れると、 

紅茶の渋がｶｯﾌﾟに付着しないで済むー 

というものだった。次に、 

「なぜ、紅茶にﾐﾙｸを入れるのか」 

と質問をした。 

「紅茶の渋みとﾐﾙｸのﾏｲﾙﾄﾞさがよく合います」 

「紅茶は、沸騰させたお湯を使います。熱いのでﾐﾙｸを入

れると飲みやすい温度になります」 

「いつも家ではそのようして飲んできたから」 

という答えだった。 

「日本やｱﾒﾘｶでは紅茶にﾚﾓﾝを入れることがあるが、皆は

ﾚﾓﾝを入れないのか」 

「ｲｷﾞﾘｽではﾚﾓﾝを入れません!」 

「紅茶にﾚﾓﾝを入れるなんてｱﾒﾘｶ人のすることです」 

ｲｷﾞﾘｽ人は紅茶にﾚﾓﾝを入れない。ｲｷﾞﾘｽでは、紅茶にはﾐ

ﾙｸ、と決まっているらしい。それがｲｷﾞﾘｽ人の紅茶へのこ

だわりとなっている。 

 

《紅茶にﾚﾓﾝ》 

「ﾀｲﾀﾆｯｸ」 (ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞｶﾌﾟﾘｵ、ｹｲﾄ･ｳｨﾝｽﾚｯﾄ主演) とい

う映画があった。ﾀｲﾀ ﾆ ｯ ｸ号の処女航海  (Maiden 

Voyage)を最後に、引退することになっていた船長が、順

調に航行している船のﾌﾞﾘｯｼﾞで紅茶をすするｼｰﾝがあっ

た。 

ﾀｲﾀﾆｯｸ号は、当時、大英帝国が国の威信をかけて建造

した世界最大の豪華客船だった。この客船はｲｷﾞﾘｽ船籍

であり、船長もｲｷﾞﾘｽ人であった筈である。ところが、このｼ

ｰﾝの船長の紅茶には、なんとﾚﾓﾝが入っていた。ｲｷﾞﾘｽ人

の船長をｲﾒｰｼﾞしていたので、「えっ、この船長はｱﾒﾘｶ人

なの!」と訝しく感じた。知り合いのｲｷﾞﾘｽ人 CA のﾍﾞﾃﾗﾝに、

この話題を出したら、 

「しょうがないですよ、だって、あれはｱﾒﾘｶ人がつくった映

画ですから・・・」 

と言っていた。 
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肉はよく焼いて  

当時は、機内ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽで、ﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌがｻｰﾋﾞｽされてい

たので、そのｻｰﾋﾞｽ方法も教えていた。ｲｷﾞﾘｽはﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌ

の本場なので、ｲｷﾞﾘｽ人も生焼きが好きだろうと想像して

いた。お客役の訓練生に、機内と同じように注文をとった。

どの訓練生もｳｪﾙﾀﾞﾝにして欲しいと注文してきた。ｴｯ－と

思い、みんなに聞くと、彼女たちは生焼きが食べられない

と言う。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王も、肉はｳｪﾙﾀﾞﾝが好みだそうだ。そう

いえば、ﾛﾝﾄﾞﾝでﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌを食べに行って、ﾚｱｰ (Rare)

を注文したのに、焼けすぎのものが出てきたのでがっかり

したのを思い出す。牛肉をよく焼いてしまうなんて、本当に

もったいない話だ。 

 

《ﾜﾀｼﾊ鼻ﾃﾞｽ》 

医学関係など特殊な科目以外は、担任がほとんどの授

業を受け持つが、時には他の教官にお願いすることもある。

他の教官が教室にいくと、名前や職位や乗務歴など自己

紹介してから授業に入る。 

このときの自己紹介が、ｲｷﾞﾘｽ人 CA にとっては、おかし

くてしょうがないらしい。教官が、「私の名前は･･･です」と

いう時、かならず鼻を指す。それがおかしくてしょうがない

のだが、笑ったら失礼にあたると思い、笑いをこらえるのに

一生懸命だったという。 

欧米人が自己紹介する時は、胸に手をあてる。もっと強

調したいときは、親指を立て、その先で胸を指す。いずれ

の動作も胸すなわち心(ﾊｰﾄ)を指している。私はこういう心

の持ち主です。つまり外見ではなく内面を知ってほしいと

表現している。そこには、個人の人格を尊重する社会背景

が感じとれる。 

宮城教育大学で英語学教授をしていたﾘｰｼﾞｬｰ･ﾌﾞﾛｽﾞﾅﾊ

ﾝ教授によると、日本人は個人としての自己よりも、集団の

一員としての自己を、英語国民より強く感じているそうだ。

英語では、「私は田舎の出身です」「私は大家族の出で

す」と自分個人を主語にして言うところを、日本語では「私

の故郷は田舎町だ」「私の家族は多い」のように言う。「私」

が主語にならないことが多いそうだ。 

自己紹介をするときに鼻をさすのは、私は訓練部という

組織の一員です、教官にもいろいろな人がいるが、私はこ

ういう顔をしているから覚えておいてね、と言っていること

になる。 

鼻をさす動作と親指を胸にあてる動作の違いについて、

荒木博之氏は次のように書いている。 

『日本は「引きの文化」であり、欧米は「押しの文化」である。

例えば、ﾉｺｷﾞﾘは、日本では引いて使うが、欧米では押し

て使う。柔道も、常に後ろへ、後ろへと引きながら勝機を

伺う。日本人は、「受け身」的な行動をとることが多いそう

だ。人指し指で反らしながら、「この俺だよ」という姿は後

ずさりの姿が似つかわしいが、親指で胸をさすしぐさはど

うしても前進の姿がｻﾏになる。鼻を指す姿は、へっぴり

腰になじむ動作だが、親指で胸をさす姿勢はどうしても

へっぴり腰にはなれない姿なのである』    

 

《肩書社会》 

欧米人が上司を呼ぶとき、肩書で呼ぶことはほとんどな

い。邦人 CA は「教官」とか「課長」と肩書を呼ぶが、筆者

の教え子たちは、「ﾐｽﾀｰ・００」と上司を個人名で呼んでい

た。上司がﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼んでも構わないと言うと、上司

のことでさえﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼ぶことはすでに紹介した。 

彼女たちは肩書に対してではなく、その個人が尊敬に値

するか、能力があるかに重点をおく。課長は課長の職務を、

部長は部長の職務を遂行する人であり、肩書があるから

偉いとは思わない。肩書のある人は、常に正しいことを言

うとも思っていない。人間である以上、間違いを犯すことも

あると考えている。同時に肩書があろうがなかろうが、人

間としては平等に扱われるべきだと信じている。たて社会

に慣れた日本の会社が、ﾖｺ社会で育ってきた欧米人を雇

用し働いてもらうのであれば、肩書に頼らず、実力で勝負

する必要がある。 

 

《ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ》 

日本人がもっとも苦手とするものに、「議論」がある。彼女

たちが日本の企業に勤めるようになって、最初にぶち当た

ったのがこれだった。上司の考えに対して、変だなと感じ

たり、おかしいと思ったら、質問したり、反論したりしてくる。

また反論することで自分の考えを知ってもらおうとする。 

教官に対しても、同じような態度をしばしばとった。ほとん

どの教官は、授業を素直に聞いている邦人CAを相手にし

てきている。訓練生から反論されることながかった教官た

ちの中には、最初のころ、ｲｷﾞﾘｽ人CAの反論に、「訓練生

のくせに生意気だ!」と思う者もいた。 
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外国人を教えるようになって、教官側もずいぶん変わっ

てきた。議論に耐えられる人が増えた。「耐えられる」とあ

えて書いたが、邦人 CA だけを教えていた時代、教官は、

自分の知らないことを質問されると、「訓練生はそんなこと

知らなくていい」で押し通すことができた。自分が機内で行

なっていた「作業」を教えているだけで、「教官はすごい」と

言ってくれた。 

今、教官たちは、機内ｻｰﾋﾞｽという業務を、「これはこのよ

うにするの」と教えるだけでは済まなくなっている。つまりﾉ

ｳﾊｳ(Know How)を教えるだけではなく、ﾉｳﾎﾜｲ(Know 

Why)を教える必要が出てきている。教官自身が体験して

きたことに、理論的裏付けを加えて教えないと、訓練生か

ら尊敬は得られない。特に外国人を教えるときには、論理

的話し方が必要となる。日本の若い女性も、最近はｷｬﾘｱ

ｰ志向が強まってきている。口にこそ出さないが、心の中

で「どうしてなのか」と思っている。CA の世界でも、「経験

重視」を主張する声があるが、「体験」と「経験」を混同して

いる人が多い。「体験」に理論的裏付けを加えてはじめて

「経験」となる。 

外国人 CA 訓練で、何が教官たちを悩ませたかというと、

授業中説明していると必ずくる「Why」という質問だ。ところ

が、私たちの職場でも、あいまいにしたまま仕事をしてい

ることがけっこうある。違う価値観の外国人CAに質問され

ても、「今までの習慣でこうやってきている」とだけしか答え

られないことがしばしばあった。 

 

《WHY》 

先輩 CA は、新人 CA の仕事を見て、「なんでそんなこと

するの」とよく言う。その次に来る言葉は、「ﾊﾞｶじゃないの」

となる。 

日本人が "Why"という疑問文を使うとき、相手をﾊﾞｶにし

たひびきを伴うことがある。したがって、日本では"Why"と

いうことばを使うとき注意しなければならない。ｲｷﾞﾘｽ人を

訓練している間、この"Why"を数えきれないくらい聞かさ

れた。彼女たちが"Why"と聞くのは、そのことを十分理解

するためなのだ。その背景には、自分で判断し行動すると

いう、自立心が働いている。自分で判断するために、ちゃ

んと理由を知っていたいと思っている。CA として飛び始め

た後も、たとえ経験が浅くとも、一人前の CA としてｻｰﾋﾞｽ

したいと考えている。加えて、欧米の契約社会では、甘え

の構造はない。給料に見合った仕事ができなければ、即、

雇用契約打切りにも遇う。ものごとを十分理解し、自立し

た仕事ができるようになるために、"Why"という質問をして

くる。欧米人に、"Why"と言われても、日本人の感覚で受

け取らないことが大切だ。単に疑問に思うから"Why"と聞

いているだけなのだ。 

 

《がんばるって》 

「がんばる」「努力する」「一所懸命」(一生懸命)などは日

本人が好きな言葉であり、人々の行動規範になっている。

「一所懸命」のように、命を懸けて仕事をするには、辛抱が

必要だし、努力も必要となる。また、「がんばる」も、忍耐と

努力が根底をなしている。 

「がんばる」という言葉は、英語に訳しにくい言葉だ。あえ

て訳するならば、 

"To make efforts continuously  

with patience"  

となる。言い方を変えれば、ものごとをすぐに「あきらめな

い」ということだろう。何かの試合や試験を受ける人に対し

ての「がんばって」は、あえて英語でいうならば"Don't give 

up!"であるが、欧米人は"Good luck"という。 

欧米社会は、結果重視の社会であることは前にも触れた。

これに対して、日本は仕事に対する取組姿勢とか態度をも

重視する社会である。日本人は、「ひたむきさ」という言葉

も好きだ。努力しつづければ穂も実ると考えている。農耕

民族は、種を蒔き、草むしりをしたり、肥やしをまいたりして、

じっと待っていると実がなる。それを刈り取る。狩猟民族は、

努力をしても獲物にありつけないことがある。獲物にあり

つけなければ餓死することになる。大切なことは、獲物が

いる場所を早く見つけ、見つけたら獲物と戦い倒さなけれ

ばならない。農耕民族のようにじっとしている訳にはいか

ない。したがって「ひたむきさ」的な発想を、英語にして説

明するのは苦労する。結果がよければ良いのである。 

日本人のｽﾎﾟｰﾂに対する態度を見ていると、型にこだわ

る人が多い。ｺﾞﾙﾌにしてもﾎﾞｰﾘﾝｸﾞにしても、野球のﾊﾞｯﾀｰ

にしてもそうだ。電車を待っている間に、ｸﾗﾌﾞ代わりに傘を

振っている人を見かける。自分のﾌｫｰﾑが気になるらしい。

一方、欧米人は自分に合ったﾌｫｰﾑで球を打ったり、投げ

たりする。 

機内の作業でも、邦人 CA たちは、いままで先輩たちが
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培ってきたやり式を踏襲しようとする。また、そのようにや

らなければ先輩たちに嫌われる。ｲｷﾞﾘｽ人 CA が乗務し始

めたころ、日本人の先輩 CA が、仕事が始まる前から、あ

あしろとか、こうしろとかやり式を言ってくるのに、自立心の

強い彼女たちは閉口していた。よい意味で親切、悪い意味

でお世話または過保護が、日本人の特徴と言える。 

外国の航空会社では、先輩ｽ CA は新人 CA に対してあ

れこれ言わない。言うのは、新人 CA がﾁｬﾝﾄした仕事がで

きなかった時だけである。そのときはｱﾄﾞﾊﾞｲｽなり指導が

行われる。 

稲を実らせるには順序がある。田んぼを耕し、早苗を植

え、草むしりをし、肥料をやるなど、それぞれの時期にしな

ければならないことが決まっている。毎年同じことを繰り返

している。そして、子は親の真似をしながら田植えを覚え

ていく。順番を間違えたり、時期を間違えたりしてはいけな

い、と日本人は習ってきた。 

 

《男と女のために》 

訓練も 2 週間目に入ると、別のﾌﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝが出てきた。

訓練そのもので、ｽﾄﾚｽがたまってきたので、当時流行って

いたﾃﾞｨｽｺに連れていった。ｽﾄﾚｽだけではなく、ﾌﾗｽﾄもた

まっているらしい。彼女たちはすでにﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと 2 週間も

会っていない。皆が皆にﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞがいるわけではないが、

故郷にﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞを残してきた CA たちは、寂しくてしょう

がないらしい。寂しいというより欲求不満になっているらし

い。日本人女性が海外に留学して、彼氏としばらく会えなく

なっても、会いたいという気持ちはつのるかもしれないが、

会いたい＝愛し合いたい、とはならない。精神的な愛と肉

体的な愛がかならずしも一致しているわけではない。 

ｲｷﾞﾘｽ娘たちは違っていた。「会いたい＝愛し合いたい」

になるのだ。それを口に出して言う。「2 週間も彼と会わな

いなんて考えられない」と、担任にまで言ってくる。 

ｷﾘｽﾄ教は、別名「嫉妬の神」とも言われている。欧米人

の男女が、いつも「愛している」と口に出していうのは、常

に嫉妬心が背景にあるという説がある。結婚後も、愛の確

認作業が必要なのだ。口に出して言うだけでなく、態度で

示さなくてはならない。 欧米人のﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝが転勤になる

と、かならず奥さんを連れていく。日本では、子供たちの教

育のためとか、家族が外国生活するのは無理などという

理由で、夫だけが赴任していくｹｰｽがある。長い間、愛し

合うことがなくても、日本では夫婦関係は悪くはならない。 

単身赴任は、欧米では考えられない。夜の夫婦生活がな

ければ離婚の正当な理由となる社会なのだ。たとえば、夫

が出張して、奥さんが我慢できる限度は 1 週間かもしれな

い。長くても 2 週間である。それ以上になると、奥さんも一

緒についていく。出張に出す企業の方も、奥さんが一緒に

いくのは当然だと思っている。 

 

《ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞ》 

欧米社会で使う単語"Boy Friend"は、ｶﾀｶﾅの「ﾎﾞｰｲﾙﾌ

ﾚﾝﾄﾞ」とは、意味するところがやや違う。彼女たちが、「私

の Boy friend の何々は・・・」というとき、性的関係にある

男友達のことを意味していることが多い。性的関係のない

男友達は、ただの" Friend"となる。 

邦人 CA に、「ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞはいるの」と聞かれたとき、彼女

たちは、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞのｲﾒｰｼﾞを、男女の結合と結び付けて

とらえる。だから、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞがいるかどうかという質問は、

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わることになる。質問している邦人 CA のほ

うは、まだﾌﾟﾗﾄﾆｯｸな段階の相手でも、「ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞ」と呼ぶ。

そして、その感覚で質問する。また、邦人 CA たちが、「私

のﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞは」と言えば、聞いている方のｲｷﾞﾘｽ人 CA

は、「彼とは親密な関係」と理解する。"Boy Friend"は、男

女関係において、日本人が使っているほど軽い関係では

ない。 

そのﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと、2 週間も愛し合っていない。大人の女

の自然な欲求が満たされていない。しかも、彼女たちの感

覚では、いい年をした男が 2 週間も自分なしではいられな

い筈だと思っている。もしかしたら･･･と心配なのだ。このよ

うな心理状態が続き、ﾌﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝとなってきた。 

 

《同棲生活》 

彼女たちと話していて分かったことだが、ｸﾗｽの 3 分の 2

は同棲生活を送っていた。ｲｷﾞﾘｽには、日本のようなﾜﾝﾙｰ

ﾑﾏﾝｼｮﾝと呼ばれるｱﾊﾟｰﾄはほとんどない。ｲｷﾞﾘｽで「ﾏﾝｼｮ

ﾝ (Mansion)」と言えば、豪邸や館をさす。日本でいうﾏﾝｼ

ｮﾝのことを「ﾌﾗｯﾄ(Flat)」と呼んでいる。これらのﾌﾗｯﾄは、

最低でもﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑが 2 つに、ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾙｰﾑ、ｷｯﾁﾝそしてﾊﾞｽ

ﾙｰﾑがついている。広さは日本の 2DK の 1.5 倍から 2 倍

になる。これらのﾌﾗｯﾄは、1 人で住むには広すぎるし、家

賃も高い。そのため、友達とｼｪｱｰ(Share)して負担を軽く
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する。ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞがいる人は、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと一緒に住む。そ

の方が、何かと便利で一石二鳥なのだ。女性同士でｼｪｱｰ

している娘もいる。女友達同士だと親も心配しないらしい。

Share した方が、税法上もﾒﾘｯﾄがあるとも話していた。 

  

《親から独立》 

ｲｷﾞﾘｽを含めた欧米社会では、子供は一定の年齢になる

と、はやく親から独立しようとする。ｲｷﾞﾘｽ人でも、早い人

は、義務教育(16 才修了) が終わると同時に社会に出て、

親から独立する。親も子供の自立心を養うような育て方を

している。裕福な家でも同じだ。子供の方も親に頼らず、

自立しようと努力する。日本の親は、長男が誕生すると、

世継ぎができたと王子様扱いして、手取り足取り大切にし

てしまう。最近では、男の子に代わって女の子の方が大切

にされ、いつまでも親がかりの状態が続いている。子供に

対する親の態度は、日本とｲｷﾞﾘｽではかなり違う。 

ｲｷﾞﾘｽも、家父長制の国であり、家父長中心の家族制度

が長く続いていた。昔は子供たちのうち、長男のみがその

家の財産を継承し、次男以下や娘達は外に出された。長

男とそれ以外の子供たちでは、まったく違う待遇を受けた。

極端な時には、長男が一家の長になると、同じ兄弟でも、

次男以下は下男同様の扱いをされた。そのため次男以下

は、それが嫌で家を出たとも言われている。 

このような歴史的背景もあり、子供は早く親から独立しよ

うと努力する。なぜ親から独立したがるのか、ｲｷﾞﾘｽ人 CA

に聞いたことがある。 

「自由に生活できるから」 

「親から開放されるから」 

というのが本音らしい。自立心もさることながら「自由さ」を

求めている。 

ｲｷﾞﾘｽ人の場合、若くして社会に出る人が多いが、10 代

で社会に出ても仕事のｷｬﾘｱｰがないため、それほど充分

な給料をもらえない。1 人で生活するには、彼らの給料で

は足りない。このような時、日本の若者であれば、親のｽﾈ

をかじる方をとる。ｲｷﾞﾘｽの若者は「自由さ」の方を選択す

る。何とか人並みの生活をするために、若者同士で協力し、

住居費を安くすませようとする。同性や異性と部屋を共同

で借りるのは、このような背景がある。 

 

 

《自己責任》 

社会人教育の一環として、邦人 CA のたまご達に、「皆さ

んは、自分は大人だと思いますか」という問いかけをした。

大人と子供の違いは、自分がとった行動に対して責任がと

れるかどうかだ。親にﾄﾗﾌﾞﾙの処理を頼んでいるようでは、

20 才をすぎても大人ではない。 

自分の人生は、自分で責任をとらなければならない。40

才や 50 才になって悔やんでも青春は帰ってこない。 

ｲｷﾞﾘｽの若者たちは、「自由さ」の方を選ぶことが多い。

「自由さ」という自立心には、かならず「責任」が伴う。自由

であると同時に、ものごとは自分で決めなくてはならない。

そして、責任も自分でとらなくてはならない。このことは男

女間の問題についてもいえる。彼女たちに、 

「いまのﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと結婚するつもりなのか」 

と聞くと、 

「分からない」 

という返事が帰ってくることが多い。続いて  

「今は、彼を一番愛している」 

と言う。さらに話をしていくと、愛している彼氏がいるにもか

かわらず、もしかしたら、もっと自分に合った男性がいるか

もしれないとも思っている。もしそのような男性が現れれば、

その男性とも身をもって付き合うこともする。お互いの人生

観や価値観が合っているか、というような精神的なことだ

けではなく、性的にも合っているかどうかも重要視している

ようだ。そして、自分が納得するまで、いろいろな男性と付

き合う(もちろん中には慎重な行動をとる娘もいる)。そのた

めか、彼女たちの行動はかなり積極的に見える。青春を

謳歌しながら、将来の伴侶を見つけているようだ。最近の

日本の若い女性を見ていると、ずいぶん欧米型になったと

感じるこの頃である。 

 

《ｲｷﾞﾘｽ人とﾄﾞｲﾂ人》 

私たち日本人は、ｲｷﾞﾘｽ人もﾄﾞｲﾂ人も同じﾖｰﾛｯﾊﾟ人であ

り、いろいろな面で似ているだろう、と考えがちだ。ところが、

ｲｷﾞﾘｽ人とﾄﾞｲﾂ人では、異文化に対する姿勢がずいぶん

違うことが分かった。 

 ｲｷﾞﾘｽは大英帝国を築くために、世界の海を制覇してき

た。自国だけにとどまらずに海外に出ていった。そして、植

民地を作り、貿易を発展させ英連邦を築き上げた。多くの

国にｲｷﾞﾘｽの影響を残してきた。ｲｷﾞﾘｽ人は、植民地政策



 
25 

を行うにあたって、その植民地の人たちの感情を大切にし

た。その土地で育まれてきた文化を、始めから否定するこ

とはしなかった。 

訓練中、ｲｷﾞﾘｽ人 CA は日本式のﾏﾅｰや習慣について、

ﾄﾞｲﾂ人より柔軟だったのも、異文化の国に進出していった

伝統を引き継いでいる結果のようだ。最初は、相手の文化

を尊重し行動するが、強制されたという感情を相手に感じ

させずに、いつの間にか、ｲｷﾞﾘｽの価値観を植えつけてし

まう。だからこそ、いまでもｲｷﾞﾘｽの影響を残している国が

多い。 

授業の休み時間などに、彼女たちといろいろ話をするﾁｬ

ﾝｽがあった。日本のことを話したり、ｲｷﾞﾘｽのことを聞いた

りした。話していて感じたのは、ｲｷﾞﾘｽ人は自分たちの文

化を説明するのがうまい、という点だ。言葉にしてもそうな

のだ。自分たちが使っている英語表現を、さりげなく異文

化の人たちに説明する。あるとき、「ｵﾊﾞﾝ」のことが話題に

なった。すかさず、 

「ｲｷﾞﾘｽでも、同じような表現があるわよ。"Olive Oil"(ｵﾘｰ

ﾌﾞ油) っていうのよ」 

今度は反対に、こういうおもしろい言い方があるのよと紹

介してくる。 

「”831”ってどういう意味か知っていますか」 

「･･･」 

「"I love you"っていう意味なの。よく使う表現よ。8 つの文

字と 3 つの単語で 1 つの意味を表しているから 831 って

いうの」 

「それじゃ、"Smart upstairs"って知っている?」 

「･･･」 

「"ｱｯﾀﾏ(頭)いい!"っていう意味よ」 

私たちが学校で習わなかった表現がﾎﾟﾝﾎﾟﾝでてくる。ｲｷﾞﾘ

ｽの若い人たちが使う生の英語を教えてくれる。実践的な

英語なので聞いている方もおもしろい。こんな表現をする

のだ、と思いながら覚えてしまう。 

筆者もこういうのは嫌いではないので、ﾃｷｽﾄに出てこな

い日本語を教える。日本語ﾃｷｽﾄでは、「ﾄｲﾚはどこです

か」を覚える。旅客は、かならずしも、「ﾄｲﾚ」を使うとはかぎ

らない。年配の人たちは、「御不浄」というかもしれないし、

「便所」というかもしれない。機内では、男性旅客は "ﾍﾞﾝｼﾞ

ｮ" と言うことがある。それは "ﾄｲﾚ" のことだと教える。す

かさず返してくる。 

「それを英語では、ﾙｰ(Loo) と言います」 

「ﾙｰって、"Waterloo の戦い”の"Loo"のことかい?」 

「そうです。 "Loo"は「場所」のことを言います。だから私た

ちが使うときは "ある場所"っていう感じです」 

その後、授業中に生理現象で耐えられなくなると、ｻｯと手

を上げ、 

 "May I go to the loo? "  

と言ってきた。昔は上流階級の婦人たちが使っていた表現

という説もある。現在では、くだけた言い方なので、仲間同

士で使うのはよいが、時と場合によっては使わない方がよ

い表現だそうだ。ｲｷﾞﾘｽ英語独自の表現なのでｱﾒﾘｶ人に

は通じない。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちと一緒にいると、ところどころでこのよう

な話題になった。こちらの話も否定せずに素直に聞くが、

話を発展させ、いつの間にか自分たちのやり方や文化を

紹介している。大英帝国を築き上げるために、積極的に異

文化の中に入り込み、異文化に柔軟に対応してきた祖先

の血がいまでも若者の中に流れている。 

  

"Tolerant" 

ｲｷﾞﾘｽ人の好きな言葉の 1 つに、ﾀﾚﾗﾝﾄ(Tolerant)という

言葉がある。「我慢、忍耐、寛容」がその意味にあたる。異

国の地にきて、見るもの、聞くものが初めてのことばかりの

中で、実にﾀﾚﾗﾝﾄに行動してくれる点、ｲｷﾞﾘｽ人を担任した

教官たちはずいぶん助けられた。忍耐が必要なときに、ﾕ

ｰﾓｱで他人の心を和ませてくれるのも、ｲｷﾞﾘｽ人の得意と

するところだ。 

一方、ﾄﾞｲﾂ人は、訓練初期に起きた「お辞儀事件」のよう

に、異文化に対してかたくななところがあった。自分たちが

持っている価値観をなかなか変えようとはしないところが

ある。 

海洋国家であるｲｷﾞﾘｽとは違い、大陸の中にあるﾄﾞｲﾂは、

まわりの国を攻めたり、反対に攻められたりの歴史を繰り

返してきた。攻めることもしたが、攻められて痛い思いも何

度かしているので、異文化に対する恐怖心がある。ﾅﾁｽﾄﾞ

ｲﾂのﾕﾀﾞﾔ人虐殺がそのよい例だ。いつの間にか入り込ん

で、富を増やし、勢力をつけていったﾕﾀﾞﾔ人に対する民族

的恐怖心が、当時のﾄﾞｲﾂ人を、軌道を逸脱した行動にか

らせたのではないか、と考える。 

ﾄﾞｲﾂ人にとって、異文化を受け入れることは、同時に、他
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民族に征服されるのではないかという民族的恐怖心につ

ながっていく。そのような危険がないと分かるまで、異文化

や違う価値観を素直に受け入れないような気がする。した

がって、ｲｷﾞﾘｽのような異文化の国へ積極的に進出してい

く植民地政策は、あまり得意ではなかったようだ。大陸民

族と島国民族の違いがこのようなところにも現れている。 

ﾄﾞｲﾂ人は気むずかしい、頑固、と感じるのはこのような背

景がある。反面、恐怖心を取り除くと、最初は気むずかし

かった彼らも、他文化の持つ価値観を素直に受け入れる

ようになる。その証拠に、最初のﾄﾞｲﾂ人 CA が飛びはじめ

て何年も経ち、今では、日本人乗務員とﾁｰﾑﾜｰｸよく仕事

をしている。むしろｷｯﾁﾘした仕事をするﾄﾞｲﾂ人 CA は、邦

人 CA の間でも評判がよいし、日本人旅客からのおほめ

の言葉も高い率となっている。 

 

《食事だけはﾀﾞﾒ》 

異文化に対して柔軟に対応してくれたｲｷﾞﾘｽ人CAだった

が、食べ物に関してだけは、弱音を吐いていた。寮の食堂

も、社員食堂も、料理担当者は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA が入社して

くるので、料理の内容をずいぶん工夫してくれた。日本の

おふくろの味が中心だったﾒﾆｭｰに、洋風のものを加え、今

までなかったﾊﾟﾝやﾊﾞﾀｰも置いてくれた。 

安心食品ということばがある。これがあれば何とかなると

いう食べ物をいう。人それぞれ安心食品を持っている。お

ふくろが作ってくれた、なつかしい味が安心食品の代表と

言えるかもしれない。 

人それぞれ安心食品を持っているが、それぞれの民族も

安心食品や安心料理を持っている。日本人にとってみれ

ば、「米」が代表的な安心食品になる。そして、味の面から

言えば、かつお節などから作ったﾀﾞｼの味、いわゆる「うま

味」が必要になる。ﾀﾞｼが効いていない味は、いま一つ物

足りない。しょうゆも欠かせない。また、熱が出たりしたとき

食べる「お粥」などもよい例だ。私たちは、体調がわるい時

に、いくら美味しいからといっても、ﾌﾗﾝｽ料理を食べたいと

は思わない。 

ｲｷﾞﾘｽ人にとっての安心食品は、昔からあるﾐｰﾄﾊﾟｲ、ﾎﾟﾘ

ｯｼﾞ(西洋粥)、ﾍﾞｰｺﾝ、ﾏﾒ類、ﾎﾟﾃﾄ、ﾌﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ、ﾁｰｽﾞ、ﾊﾟﾝな

どが代表的なものである。教え子たちは、「早く家に帰って、

ﾖｰｸｼｬｰﾌﾟﾃﾞｨﾝｸﾞが食べたい」というのが口癖になっていた。

社員食堂のほうでも努力をしてくれたが、教え子たちが期

待する安心料理とは、ずいぶんかけ離れたものだった。最

初の頃は、日本文化に少しでも触れようと、ﾗｰﾒﾝを食べた

り、焼き魚を食べたりした。それが、いつの間にか喫茶室

でｻﾝﾄﾞｲｯﾁばかり食べるようになってしまった。特に、環境

が変わり、訓練で疲れている身にとっては、身体を癒してく

れるものを食べたくなる気持ちは、十分すぎるくらい分か

る。 

乗務で海外に滞在する邦人 CA も、体調の良いときは、

その国の料理を食べに行く。ところが、時差や睡眠不足で

疲れ気味のときは、日本食が食べたくなり、つい和食ﾚｽﾄﾗ

ﾝに行ってしまう。そして、お寿司などを食べると力がつい

てきて、何となく安心する。国内では、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと洋食を

食べにいく CA の中には、海外に出ると、とたんに和食党

になってしまう人もいる。 

異文化を受け入れることは、他民族から侵略されるので

はないか、という民族的恐怖心を抱いているﾄﾞｲﾂ人である

が、食べ物に関しては、ｲｷﾞﾘｽ人に比べ柔軟であり、ﾗｰﾒﾝ

はじめ、日本のものをよく食べていた。「ﾗｲｽに醤油を少し

かけるとおいしいのよ」と言って食べている。さらに、大豆

は身体によいと教えると、大豆でできている豆腐なども積

極的に試していた。食文化においても、ｲｷﾞﾘｽ人とﾄﾞｲﾂ人

はずいぶん違っていることが分かった。 

 

《ﾁｰｽﾞが好き》 

ﾖｰﾛｯﾊﾟの人たちはﾁｰｽﾞをよく食べる。ｲｷﾞﾘｽ人もﾁｰｽﾞが

好きである。何はなくともﾊﾟﾝとﾁｰｽﾞがあればなんとかなる

らしい。日本人は、ご飯があれば何とかなるのと同じような

ものだ。宴席で酒を飲み交わした後、最後に腹をくちくする

ために、お茶漬けやｿﾊﾞを食べる。日本人はご飯かｿﾊﾞ類

を食べて、初めて食事をした気になる。一方、西洋料理で

は、ｺｰｽの後半にはかならずﾁｰｽﾞが出てくる。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人

はﾁｰｽﾞを食べて初めて食事をした気になる。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人に

とってﾁｰｽﾞは、最もﾎﾟﾋﾟｭﾗｰな安心食品と言える。ﾁｰｽﾞに

は肝臓の働きを助けるﾒﾁｵﾆﾝ、胃壁を保護するﾀﾝﾊﾟｸ質、

脂肪分や酒の摂取による血液の酸性化を中和するｶﾙｼｳ

ﾑ等が豊富に含まれている。身体にとってやさしい食べ物

なのだ。 

機内食事ｻｰﾋﾞｽでは、和風の食事と洋風の食事の選択

となる。旅客の希望を聞きながらｻｰﾋﾞｽしていくのだが、と

きどき洋食ばかりが売れてしまうことがある。CA たちの食
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事も、旅客と同じものが 2 種類あり、どちらかを選択して食

べている。旅客からの洋食希望が殺到したときは、CA 用

に搭載されている洋食を旅客用に変更してｻｰﾋﾞｽする。そ

んなときは、CA 用の食事は和風だけになってしまう。邦人

CA の場合は、和風しかなければないで、それをいただい

ている。ところが、平均的なｲｷﾞﾘｽ人 CA は和食が口に合

わない。機内の和風料理は、ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾗｽでは会席風となっ

ている。会席料理は、江戸時代に発達した、酒を楽しむた

めの料理という要素が強い。てんぷらやｽｷﾔｷなど外国人

にとって馴染みのある日本食とちがって、会席風は、馴染

みがない料理ばかりである。努力してもちょっと･･･という

感じなのだ。 

彼女たちは、ﾁｰﾌﾊﾟｰｻｰのところに行き、和食が食べられ

ないので、ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽで残ったﾁｰｽﾞをくれないかとお願い

する。ﾁｰｽﾞとﾊﾟﾝをもらってきて食事の代わりにしていた。 

 

《教官は体調が悪いの》 

訓練も 3 週間目に入ると実技課目が増えてくる。「知って

いても、実践できなければ、 

知らないのと同じである」 

という標語が教室の壁に掛かっている。 

ところが、訓練生は、教官の期待どおりに動いてくれない。

実際の機内の忙しさを知らない訓練生には緊迫感がない。

予習・復習が足りない。教室で習ったことをもう忘れている。

卒業するまで時間も迫ってくる。この時期にﾊｯﾊﾟをかけな

いと、OJT(機上訓練)に出しても、現場から苦情がくる。邦

人CAたちのときは、「君たちはやる気があるのか」とﾊｯﾊﾟ

をかけたり、ﾑｯとした顔をしたりする。教官の表情を見て、

訓練生は察しをつける。 

ある担任が、自分のｸﾗｽの進捗状況が思わしくなく、機

嫌がわるかった。そのため、実習中ずうっとﾑｯとした顔をし

ていた。授業後に何かを言わなくてはいけない。「やる気

があるのか」を英語で何と言えばいいのか、などと考えて

いるとよけい無口になってしまう。そんな教官の態度や表

情を見ていても、外国人CAたちは、このような時の日本人

の思いを察することに慣れていない。「教官は体調でも悪

いのかしら」くらいにしか受け取ってくれない。 

彼女たちの社会では、上司は言い回しには気をつけるが、

言いにくいことでもﾊｯｷﾘ口に出す。部下に嫌な顔をされよ

うがお構いなしである。気持ちを伝えたければ、口に出す。

そのために、言葉があると考えている。 

異文化の人たちと接する時、特に利害関係がある相手

に対しては、よきにつけ悪しきにつけ、口に出すことが必

要になってくる。例えば、訓練生に対して、 

「I'm afraid you haven't done  

 your homework.」 

(予習・復習をしていないな)  

「I don't see you work hard. 」  

(もっとしっかりやってほしい)  

というようにいう。 

「NO という日本人」という言葉が一時流行った。というと、

日本人はすぐ「NO」と言いはじめるところがあるが、これも

注意が必要だ。「NO」とだけしか言わないのは、ﾏﾅｰ違反

になる。かならず「なぜ NO なのか」を説明しなければなら

ない。 

もうひとつ注意しなければならないのは、「NO」という時

の英語表現である。ｲｷﾞﾘｽ人でもそれなりに教養のある人

たちは、相手からの誘いや提供に対して、 

「I'm afraid I can't visit your home  

on that day」 

「No, thank you.」 

というように、NO という時にも"I'm afraid"や"Thank 

you" をつけて表現を和らげている。 

 

《教室が暑い》 

冬の教室は、暖房が効いている。ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、

授業中、上着を脱いでﾌﾞﾗｳｽ一枚になっている。教室が暑

いらしい。全館で統一して暖房している。そのため各教室

では温度調節ができない。暑いので、やむなくﾌﾞﾗｳｽ姿に

なっている。日本人とﾖｰﾛｯﾊﾟ人では、温度に対する感じ方

も違う。日本人が心地よいと感じる温度は、欧米人にはや

や暑く感じるようだ。欧米人は 20度以下でも半袖姿でいる

ことがある。日本人と欧米人の温度の好みについても授

業で説明しておくことにした。 

温度差については、いろいろな場面でその違いに出会う。

最近、日本ではﾜｲﾝが流行っている。赤ﾜｲﾝは室温で、白

ﾜｲﾝは冷やして飲む、と一般的に言われている。日本人に

とっての室温と、欧米人(特にﾖｰﾛｯﾊﾟ人)にとっての室温が

違う。日本人が好きな温度は摂氏 23～24 度である。冬の

室内が 22 度以下になると、日本人は肌寒く感じる。10 度
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以下では服を着込んだ上にｺﾀﾂが必要になってくる。一方、

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人にとっては、23～24 度は暑いと感じる温度なの

だ。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人が好きな温度は、日本人より 2、3 度低くな

る。 

  

《居眠り》 

授業をしていて感心したことの一つに、授業中に居眠り

をする人がほとんどいなかったことだ。眠そうな顔をしてい

るが、居眠りまでいかないのだ。邦人 CA の居眠りに慣れ

ている教官たちも、この点については異口同音に話してい

た。 

昼食後の眠くなる午後には、実技訓練のように動きのあ

る授業をするようにしている。といっても、すべてが実技授

業とはいかない。座学の授業も入ってくる。この眠たい時

間帯に、いかに居眠りをさせない授業をするかは、教官の

腕のみせどころとなる。訓練生に居眠りされて怒っている

教官がいるが、居眠りをさせるようでは、教官としてまだま

だ半人前といえる。ただﾃｷｽﾄに書いてあることだけを読み

上げていたり、ﾜﾝﾊﾟﾀｰﾝの話し方をしていたりすれば、訓

練生だって眠くなる。 

教官たちは英語で授業を行うことに慣れていない。時に

は、たどたどしい英語になることもある。込み入った内容の

ことを説明するときは特にそうだ。ﾃｷｽﾄ内容を解説するの

がむずかしい時には、ﾃｷｽﾄにある英語の文章をただ読み

上げてしまいがちになる。それでも居眠りをしない。もしか

したら、ﾍﾟﾗﾍﾟﾗの英語で授業をしないからよかったのかも

しれない。あるとき教え子に聞いてみた。 

「日本人は授業中に居眠りをすることがあるが、皆はあま

り居眠りをしないね」 

「私たちも眠く感じることがあります。しかし、私たちは給料

をもらうために訓練を受けています。眠くても寝ないよう

に努力するべきだと思います」 

仕事をして給料をもらう人をﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙというが、彼女

たちはいろいろな仕事を経験してきているので、給料を貰

うことの厳しさが身にしみついているようだ。居眠りをしな

いように、彼女たちなりに努力をしている。前にも書いたと

おり、授業を一方通行にしないで、質問をしたり自分の意

見を述べたりして、自分たちも授業に参加するようにして

いる。また、足を組んでﾘﾗｯｸｽした姿勢も、授業に集中でき

るようで、居眠り防止に役立っていた。眠らないようにと、

教官の話を一所懸命聞こうとすると、かえって眠くなってし

まうのかもしれない。 

 

《うなずき》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CAたちが飛びはじめて最初のころ、邦人 CA と

しっくり行かないことがたびたびあった。それは、価値観の

違いだけではなく、振る舞いの違いにも、大いに原因があ

った。欧米人と日本人が話しているのを見ていると、日本

人はうなずきながら相手の話を聞いている。日本人は自

分が話しているとき、相手がうなずいてくれることを期待し

ている。そして、相手が話しているときあいづちを打つ。う

なずきは頭をたてに上下させる動作なのだが、欧米人は、

この動作をあまり行わない。相手が話しているときは、相

手の目を見ているのが普通だ。先輩 CA たちが、新人のｲ

ｷﾞﾘｽ人 CA に、いろいろ教えたりしても、彼女たちはうなず

かない。先輩 CA からみると、「この娘は素直ではない」と

なってしまう。 

同じようなことが授業中にも起きた。教官たちは、生徒の

反応から、理解できたかどうかようすを見ながら授業を進

めていく。学生時代に教育実習の経験がある人は分かる

と思うが、教壇に立っていると、どの生徒がよく聞いている

のか、ｸﾗｽ全体の反応はどうなのかよく分かる。そして、先

生は、授業中の生徒のうなずき方で、生徒の理解度や反

応を確認することがある。 

教官たちの本職は、機内でのｻｰﾋﾞｽであり、教壇で教え

る専門家ではない。たまたま教えることに向いているだろ

う、ということで教育の仕事に携わっているだけだ。学校の

先生達のように教えるﾌﾟﾛと違い、訓練生の反応が気にな

る。そのような時、授業中、うなずいてくれる訓練生がいる

と大いに助かる。飛行機や機内ｻｰﾋﾞｽについての授業は、

入社まもない訓練生にとって、ときにﾁﾝﾌﾟﾝｶﾝﾌﾟﾝになるこ

とがある。訓練生のうなずきがないと、教官は、自分の説

明の仕方が悪いので、理解できなかったのかなと不安に

なる。 

しかし、このうなずきは、どうも日本人特有のもののよう

だ。特に日本女性は、目上の者が話している時にうなずく。

邦人 CA のたまご達も、授業中よくうなずいてくれた。邦人

CA の授業に慣れてしまっていると、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA がうな

ずかないので、最初のころ、授業の乗りがうまくいかないこ

とがあった。 
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日本人はいろいろな場面で、実によくうなずく。企業の中

でも、上司が何かいうと部下は「ﾊｲ」と言ってうなずく。出

発前ﾌﾞﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ(打合せ)で、ﾁｰﾌﾊﾟｰｻｰが、当日のﾌﾗｲﾄに

ついての諸注意を話していると、CA たちはうなずいて聞

いている。お辞儀のしぐさとも関係があるのだが、日本人

は頭をさげる(うなずく)ことで、相手に対して同調姿勢を示

している。うなずかれた方も相手が、自分の言っていること

を理解してくれたな、と安心する。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、授業中、うなずかない代わりに、質

問したり自分の意見を述べたりすることによって、自分た

ちの理解度を教官に知らせていた。 

授業でも、ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞでも、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA たちは、うなずく

ことによって従順さを表現することに慣れていなかったし、

それが日本人のやり方であることを知らされていなかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《私たちもｱｶﾞﾘます》 

日本人から見ると、欧米人は背も高いし堂々として見え

る。論理的にものごとを言ってくるので大人に見える。ある

時、ﾓｯｸｱｯﾌﾟで食事ｻｰﾋﾞｽの実技訓練をしていた。ﾌｧｰｽﾄｸ

ﾗｽでのｻｰﾋﾞｽを想定した訓練である。いつものように訓練

生 2 名を CA 役として指名した。 

ところが、よく見ると、ｵｰﾄﾞﾌﾞﾙを盛りつけている手が震え

ている。そして、真っ白な肌に湿疹ができたようにまだらに

赤くなっている。顔は緊張でこわばっている。 

「ｱﾚｯｸｽ、もっとﾘﾗｯｸｽしてやっていいんだよ」 

「私、いますごく緊張しています」(I'm so nervous.)   

辞書をひくと、"Nervous" は「神経質になっている」とか

「興奮している」という意味がでてくるが、「緊張してあがっ

ている」ときにも、彼女たちは、この単語をよく使っていた。 

日本人は、緊張すると、顔は紅潮するが、腕や首のまわ

りまで赤くはならない。彼女たちは、肌が白いからかもしれ

ないが、その白い肌の腕や首まで赤くなってしまう。いつも

は威風堂々としている彼女たちだが、やはり若い女性たち

なのだ。 

－続くー 
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